
第８８３回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成２８年８月１０日（水）午後１時３０分から

場 所：県行政庁舎１６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第８８２回教育委員会会議録の承認について

４ 第８８３回教育委員会会議録署名委員の指名

５ 専決処分報告

（１）平成２９年度使用県立特別支援学校教科用図書の採択について （特別支援教育室）

６ 議 事

第１号議案 宮城県教育委員会指定管理者選定委員会委員の人事について （総 務 課）

第２号議案 平成２８年度政策評価・施策評価について （教 育 企 画 室）

第３号議案 宮城県教育振興基本計画に係る点検及び評価について （教 育 企 画 室）

第４号議案 宮城県教育振興審議会委員の人事について （教 育 企 画 室）

第５号議案 職員の人事について （教 職 員 課）

第６号議案 平成２９年度使用宮城県立中学校教科用図書の採択について （高 校 教 育 課）

第７号議案 宮城県総合運動場指定管理者選定委員会委員の人事について （スポーツ健康課）

７ 課長報告等

（１）平成２８年度学校基本調査速報の概要について （総 務 課）

（２）公立学校施設の耐震改修状況調査の結果について （施 設 整 備 課）

（３）みやぎ総文２０１７・南東北インターハイ開催３００日前ＰＲイベントの

開催について （全国高校総体推進室・全国高校総合文化祭推進室）

８ 資料（配付のみ）

（１）教育庁関連情報一覧 （総 務 課）

（２）宮城県美術館特別展「ポーラ美術館コレクション モネからピカソ，シャ

ガールへ」 （生 涯 学 習 課）

９ 次回教育委員会の開催日程について

１０ 閉 会 宣 言



専決処分報告（１）

平成２９年度使用県立特別支援学校教科用図書の採択について

平成２９年度使用県立特別支援学校教科用図書の採択について，教育長に対す

る事務の委任等に関する規則（昭和３１年宮城県教育委員会規則第１２号）第２条

第１項第６号の規定により，平成２８年８月３日専決処分した。よって，同条第２

項の規定により報告する。

平成２８年８月１０日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁
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№ 種目
発行者
コード

発行者名
図書
コード

書　　　　　　　　　　　　名 小学部 中学部

1 生活 28-1 福音館書店 549 幼児絵本シリーズ　どうぶつのおかあさん　 2 0

2 生活 28-1 福音館書店 M06 みぢかなかがくシリーズ　町たんけん　－はたらく人みつけた－ 0 0

3 生活 28-1 福音館書店 G04 福音館の科学シリーズ　道ばたの四季　 1 1

4 生活 28-1 福音館書店 B06 幼児絵本シリーズ　くだもの　 7 0

5 生活 10-1 講談社 501 あかちゃんのためのえほん　第１集　どうぶつ（３冊セット） 4 0

6 生活 01-1 あかね書房 546
じぶんでじぶんをまもろう１　ぜったいについていかないよ！
ゆうかい・つれさりにあわない

0 0

7 生活 01-1 あかね書房 001 単行本　さわってあそぼうふわふわあひる 10 0

8 生活 01-1 あかね書房 502 えほん　よんで！②　おいしいおと　なあに？ 11 2

9 生活 01-1 あかね書房 H02 かばくん・くらしのえほん２　かばくんのおかいもの　 5 0

10 生活 80-6 ほるぷ出版 548 いちねんめいろ 2 0

11 生活 27-1 ひかりのくに I01 改訂新版　体験を広げるこどものずかん１　どうぶつえん　 3 0

12 生活 27-1 ひかりのくに D01 ２０２シリーズ　たべもの２０２ 11 1

13 生活 17-1 チャイルド本社 508  のりものいっぱい図鑑　いろいろ５０１台 6 1

14 生活 07-2 金の星社 619 ちびまる子ちゃんのあんぜんえほん　どうしたらいいの？じしん・かじ 2 0

15 生活 07-2 金の星社 E01 やさしいからだのえほん１　からだのなかはどうなってるの？　 4 1

16 生活 27-3 ひさかたチャイルド 550 パノラマえほん　でんしゃのたび 5 3

17 生活 11-4 三省堂 537 こども　きせつのぎょうじ絵じてん  増補新装版 12 2

18 生活 10-5 小峰書店 B01 りかのこうさく１ねん　 1 0

19 生活 10-5 小峰書店 F04 東京パノラマたんけん 0 2

20 生活 02-1 岩崎書店 F08 絵本図鑑シリーズ８　　やさいのずかん 1 0

21 生活 06-1 偕成社 Q03 子どもの生活３　マナーをきちんとおぼえよう！　 2 1

22 生活 06-1 偕成社 Z01 子どものマナー図鑑１　ふだんの生活のマナー 4 1

23 生活 06-1 偕成社 X02 坂本廣子のひとりでクッキング２　昼ごはんつくろう！ 1 1

24 生活 06-1 偕成社 J04 子どもの健康を考える絵本４　からだがすきなたべものなあに？ 0 0

25 生活 76-16 パイ　インターナショナル 514 これなあに？ずかん 4 1

26 生活 11-1 さ・え・ら書房 D01 母と子の手づくり教室　毛糸と布のたのしい手づくり教室 0 0

27 生活 10-8 合同出版 541 イラスト版発達に遅れのある子どもと学ぶ性のはなし 0 0

28 生活 36-1 山と渓谷社 001 家庭科の教科書　小学校低学年～高学年用 1 1

29 国語 27-1 ひかりのくに 659 指さし・指なぞり　あいうえお 12 2

 《小学部》　学校教育法附則第9条の規定による教科用図書一覧（平成２９年度）
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№ 種目
発行者
コード

発行者名
図書
コード

書　　　　　　　　　　　　名 小学部 中学部

 《小学部》　学校教育法附則第9条の規定による教科用図書一覧（平成２９年度）

30 国語 27-3 ひさかたチャイルド 517 ミーミとクークのあいうえお 8 0

31 国語 10-5 小峰書店 C01 くまたんの はじめて シリーズ1　くまたんの よめるよ よめるよ あいうえお 6 2

32 国語 20-5 同成社 A01
ゆっくり学ぶ子のための　「こくご」１（改訂版）
　（ひらがなのことば・文・文章の読み）

4 3

33 国語 20-5 同成社 A02
ゆっくり学ぶ子のための「こくご」２（改訂版）　（かたかな・かん字の読み書き）

2 1

34 国語 20-5 同成社 A03 ゆっくり学ぶ子のための　「こくご」３（改訂版）
　（文章を読む，作文・詩を書く） 2 2

35 国語 20-5 同成社 B02 ゆっくり学ぶ子のための「こくご」入門編２（改訂版）
　（ひらがなの読み書き） 5 0

36 国語 02-1 岩崎書店 E01 かんじのえほん　漢字の絵本 3 2

37 国語 02-1 岩崎書店 E03 ことばのあいうえお 6 1

38 国語 28-1 福音館書店 H21 ぐりとぐら 7 1

39 国語 06-1 偕成社 O06 言葉図鑑６　くらしのことば 4 7

40 国語 06-1 偕成社 O01 言葉図鑑１　うごきのことば 5 1

41 国語 06-1 偕成社 H01 おむすびころりん　 6 1

42 国語 01-1 あかね書房 A03 えほん　かんじ１ 1 1

43 国語 01-1 あかね書房 A02 かたかなアイウエオ 6 1

44 国語 78-12 文溪堂 503 バムとケロのおかいもの 5 0

45 算数 27-3 ひさかたチャイルド B01 ミーミとクークのあか・あお・きいろ 12 0

46 算数 27-3 ひさかたチャイルド B02 ミーミとクークの１・２・３ 9 0

47 算数 07-2 金の星社 B03 あかちゃんとおかあさんの絵本６　ハティちゃんの　まる・さんかく・しかく　 5 0

48 算数 07-2 金の星社 B02 あかちゃんとおかあさんの絵本５　ハティちゃんの　いち・に・さん　 3 0

49 算数 20-5 同成社 C01 ゆっくり学ぶ子のための　「さんすう」１
（量概念の基礎，比較，なかま集め） 3 1

50 算数 20-5 同成社 C02 ゆっくり学ぶ子のための　「さんすう」２
（１対１対応，１～５の数，５までのたし算） 6 3

51 算数 20-5 同成社 C03 ゆっくり学ぶ子のための　「さんすう」３
（６～９のたし算，ひき算，位取り） 2 2

52 算数 20-5 同成社 C04 ゆっくり学ぶ子のための　「さんすう」４（くり上がり，くり下がり，２けたの数の計算） 2 2

53 算数 20-5 同成社 C05 ゆっくり学ぶ子のための　「さんすう」５（３けたの数の計算，かけ算，わり算） 0 1

54 算数 01-1 あかね書房 I02 おかあさん　だいすき１．２．３　 8 1

55 算数 20-4 戸田デザイン研究室 009 とけいのえほん 4 0

56 算数 28-1 福音館書店 636 かずのほん 2 0

57 算数 12-2 小学館 B06 ２１世紀幼稚園百科６　かずあそび　１・２・３　 3 2

58 算数 11-4 三省堂 A04 三省堂　こども　かずの絵じてん 5 4
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№ 種目
発行者
コード

発行者名
図書
コード

書　　　　　　　　　　　　名 小学部 中学部

 《小学部》　学校教育法附則第9条の規定による教科用図書一覧（平成２９年度）

59 算数 30-2 ポプラ社 551 音のでる知育絵本⑯　とけいが　よめるように　なる!!　とけいくん 7 4

60 算数 20-1 童心社 A03 かずのほん３　０から１０までのたしざんひきざん　 1 0

61 算数 06-1 偕成社 754 かぞえてごらん　ぜんぶで１００ 4 1

62 算数 06-1 偕成社 804 さがしてごらん　１００にんかくれんぼ 0 5

63 図工 28-1 福音館書店 E14 かがくのとも傑作集　（わいわい・あそび）しんぶんしでつくろう　　　　　　　　　　　　　　　　　 9 3

64 図工 28-1 福音館書店 E18 かがくのとも傑作集　（わいわい・あそび）かみコップでつくろう　　　　　　　　　　　　　　　　　 7 0

65 図工 30-2 ポプラ社 A01 あそびのひろば１　はんがあそび　 8 0

66 図工 02-1 岩崎書店 A06 あそびの絵本６　ねんどあそび　　　　　　　　　　　　 6 1

67 図工 02-1 岩崎書店 A17 あそびの絵本１７　えのぐあそび 11 0

68 図工 06-2 学研マーケティング I12 あそびのおうさまずかん１２　リサイクルこうさく 10 4

69 図工 11-1 さ・え・ら書房 C01 たのしい工作教室　たのしいこうさくきょうしつ１　 3 0

70 図工 27ｰ1 ひかりのくに 673 えがうまくなるほん５・６さい対象  6 3
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№ 種目
発行者
コード

発　行　者　名
図書
コード

書　　　　　　　　　　　　名 中学部

1 社会 06-1 偕成社 Z03 子どものマナー図鑑３　でかけるときのマナー 7

2 社会 06-1 偕成社 682 子どものマナー図鑑４　おつきあいのマナー 2

3 社会 30-2 ポプラ社 614 親子のための地震イツモノート　キモチの防災マニュアル 1

4 社会 27ｰ1 ひかりのくに 686 マナーやルールがどんどんわかる！　みぢかなマーク　新装改訂版 10

5 社会 65ｰ7 草思社 513 　考える力がつく子ども地図帳＜日本＞  2

6 社会 65ｰ7 草思社 509 　考える力がつく  子ども地図帳＜世界＞ 2

7 社会 14ｰ4 成美堂出版 003 　いちばんわかりやすい　小学生のための学習日本地図帳 3

8 社会 14ｰ4 成美堂出版 004 　いちばんわかりやすい　小学生のための学習世界地図帳 1

9 理科 02-1 岩崎書店 F12
絵本図鑑シリーズ１２
のはらのずかん　野の花と虫たち

7

10 理科 12-2 小学館 B11 ２１世紀幼稚園百科１１　からだのふしぎ 4

11 理科 06-2 学習研究社 570 新版ふしぎ・びっくり！？こども図鑑　ちきゅう 5

12 美術 30-2 ポプラ社 C08 ペーパーランド８　おりがみえあそび 7

13 美術 10-3 国土社 001 国土社の図工えほん８　紙そめ 6

14 美術 11-1 さ・え・ら書房 C05 ダンボールのたのしい工作教室 1

15 美術 06-1 偕成社 003 うつくしい絵　 2

16 美術 81-7 マール社 501 はじめての絵手紙教室 6

17 美術 12ｰ10 視覚デザイン研究所 A0１ ハートアートシリーズ　色のえほん 5

18 保健体育 06-1 偕成社 Q06 子どもの生活６　じょうぶなからだになれるよ！ 5

19 保健体育 28-7 福村出版 A06 シリーズ生活を学ぶ６　わたしたちのからだ 2

20 保健体育 27-1 ひかりのくに I09 改訂新版体験を広げるこどものずかん９
からだとけんこう 6

21 保健体育 30-2 ポプラ社 726 地震防災えほん　じしんのえほん　こんなときどうするの？ 4

22 保健体育 60-13 合同出版 504
イラスト版からだのしくみとケア
子どもとマスターする５８のからだの知識 2

23 保健体育 60-13 合同出版 525
イラスト版１０歳からの性教育
子どもとマスターする５１の性のしくみと命のだいじ 0

24 職業・家庭 12-7 女子栄養大学出版部 001 新・こどもクッキング 12

25 職業・家庭 06-1 偕成社 Ｘ07 坂本廣子のひとりでクッキング７　おべんとうつくろう！ 7

26 職業・家庭 10-5 小峰書店 001 リサイクル工作ずかん 4

27 職業・家庭 28-3 ブロンズ新社 527 しごとば 6

28 職業・家庭 28-3 ブロンズ新社 532 続・しごとば 1

29 職業・家庭 28-3 ブロンズ新社 541 続々・しごとば 1

  《中学部》　学校教育法附則第9条の規定による教科用図書一覧（平成２９年度）
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№ 種目
発行者
コード

発　行　者　名
図書
コード

書　　　　　　　　　　　　名 中学部

  《中学部》　学校教育法附則第9条の規定による教科用図書一覧（平成２９年度）

30 職業・家庭 67-6 中央法規 501 「働く」の教科書　15人の先輩とやりたい仕事を見つけよう！
1

31 職業・家庭 60-13 合同出版 503 イラスト版修理のこつ　子どもとマスターする５４の生活技術
1

32 職業・家庭 60-13 合同出版 508 イラスト版子どものお手伝い　子どもとマスターする４９の生活技術
6

33 英語 20-4 戸田デザイン研究室 001 和英えほん
4

34 英語 12-2 小学館 721 音がとびだす！ドラえもんのはじめてのえいかいわ
10

35 英語 28-8 フレーベル館 535 ワークだいすき！アンパンマンのＡＢＣであそぼう
5

36 英語 02-1 岩崎書店 E02 絵本ＡＢＣ
8

37 英語 01-1 あかね書房 I07 えいごえほん　ぞうさんがっこうにいく
7
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№ 種目 発　行　者　名 書                     　名 高等部

1 国語 くもん出版 反対ことばカード 1

2 国語 くもん出版 たべものカード 1

3 国語 くもん出版 ひらがなカード　第2版 1

4 社会 くもん出版 生活道具カード 1

5 社会 くもん出版 　　お店カード 1

6 社会 くもん出版 　　マーク・標識カード集　① 1

7 社会 くもん出版 　　マーク・標識カード集　② 1

8 数学 くもん出版 　　かずカード 1

9 生活 くもん出版 くだもの・やさいカード 1

10 国語 学研 正しく書ける　正しく使える　小学漢字１００６ 1

11 社会 合同出版 子どもとマスターする４９の生活技術３　子どものマナー 1

12 家庭 合同出版 子どもとマスターする４９の生活技術　　手の仕事 1

13 家庭 合同出版 子どもとマスターする４９の生活技術　　子どものお手伝い 1

14 生活 小学館 楽しく遊ぶ学ぶ　せいかつの図鑑 1

15 国語 日本教育研究出版 ひとりだちするための国語 1

16 数学 日本教育研究出版 ひとりだちするための算数・数学 1

17 家庭 日本教育研究出版 絵を見て学べるやさしい料理教室　私たちの調理 3

18 職業 日本教育研究出版 ひとりだちするためのビジネスマナー＆コミュニケーション 2

19 国語 東洋館出版 くらしに役立つ国語 3

20 社会 東洋館出版 くらしに役立つ社会 3

21 数学 東洋館出版 くらしに役立つ数学 3

22 家庭 東洋館出版 くらしに役立つ家庭 1

23 理科 東洋館出版 くらしに役立つ理科 1

24 情報 実教出版 情報リテラシー 1

25 家庭 ニチブン 枝で見て学べる　やさしい料理教室　私たちの料理 1

26 職業 ジアース教育新社 見て分かる　ビジネスマナー集 1

27 美術 開隆堂 美術の表現と鑑賞 1

28 美術 光村 美術１ 1

 《高等部》　教科用図書一覧（平成２９年度）
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№ 種目 発　行　者　名 書                     　名 高等部

 《高等部》　教科用図書一覧（平成２９年度）

29 美術 光村 美術２ 1

30 家庭 開隆堂 家庭総合　明日の生活を築く 1

31 保健体育 大修館書店 最新　高等保健体育改訂版 1

32 保健体育 童話館出版 あなたが守る　あなたの心　あなたのからだ 1

33 音楽 教育芸術社 ４訂版　歌はともだち 1

34 音楽 教育芸術社 ５訂版　歌のミュージックランド 1

35 音楽 音楽之友社 改訂版　ON！　１ 1

36 食品製造 実教出版 食品製造 1
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第２号議案

第２号議案

平成２８年度政策評価・施策評価について

行政活動の評価に関する条例（平成１３年宮城県条例第７０号）第１３条の規定

により，平成２７年度における宮城の将来ビジョン及び宮城県震災復興計画に関す

る教育委員会の所掌に係る政策・施策及び事業について，別冊のとおり政策評価・

施策評価を決定する。

平成２８年８月１０日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁
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平成２８年度政策評価・施策評価の概要について

１ 趣旨

行政活動の評価に関する条例（平成１３年宮城県条例第７０号）第１３

条の規定により，教育委員会はその所掌に係る政策，施策及び事業につい

て，知事が行う評価に準じて評価を行うこととされている。

この度，同条例の規定に基づき平成２７年度における宮城の将来ビジョ

ン（平成１９年度～平成２８年度）及び宮城県震災復興計画（平成２３年

度～平成３２年度）に係る政策評価・施策評価を実施し，その結果を取り

まとめたもの。

この評価結果については，教育委員会で決定後，震災復興・企画部にお

いて，知事ほか他の実施機関の評価結果と合わせて評価書にまとめられ，

政策・財政会議での審議を経て，９月県議会に提出されることとなる。

２ 政策評価・施策評価の方法について

評価に当たっては，知事部局と同様に教育委員会内の各担当課室におい

て，「宮城の将来ビジョン・震災復興実施計画（再生期：平成２６年度～平

成２９年度）平成２６年度改訂版」に掲載されている平成２７年度事業の

評価を行い，これを基に，宮城の将来ビジョン及び宮城県震災復興計画に

掲げる「政策」と「施策」の成果を明らかにするとともに，課題等を分析

し，今後の対応の方向性を示した。

また，政策評価・施策評価の客観性を確保するため，評価原案について，

宮城県行政評価委員会の意見を聴取し，その意見を最終的な評価結果に反

映している。

３ 政策評価・施策評価の結果について

（１）宮城の将来ビジョン

政策評価では，「７ 将来の宮城を担う子どもの教育環境づくり」を構

成する３つの施策のうち，「１５ 着実な学力向上と希望する進路の実現」

と「１６ 豊かな心と健やかな体の育成」を「やや遅れている」と評価し，

「１７ 児童生徒や地域のニーズに応じた特色ある教育環境づくり」を「概

ね順調」と評価したことから，総合的に勘案し，政策全体としては「やや

遅れている」と評価した。

施策評価では，５つの施策を評価し，施策を構成する事業の実績や成

果，目標指標等の達成状況等を総合的に勘案した結果，１施策を「概ね順

調」，４施策を「やや遅れている」と評価した。

（２）宮城県震災復興計画

政策評価では，「６ 安心して学べる教育環境の確保」を構成する３つ

の施策とも「概ね順調」であることを総合的に勘案し，政策全体としても

「概ね順調」と評価した。

施策評価では，３つの施策を評価し，施策を構成する事業の実績や成

果，目標指標等の達成状況等を総合的に勘案した結果，３施策とも「概ね

順調」と評価した。
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４ 宮城の将来ビジョン及び宮城県震災復興計画の今後の推進に当たって

今回の結果により示された課題等を踏まえ，今後は，本県教育の再生・

発展に向けて，「志教育」の一層の推進に取り組むほか，確かな学力の定着

や体力・運動能力の向上に取り組み，宮城の将来を担う人材の育成を図っ

ていく。また，家庭や地域における教育を支援し，子どもたちの基本的生

活習慣の定着促進や防災教育をはじめとした学校安全教育の系統的な実施

等に取り組み，学校・家庭・地域の協働による教育を推進していく。

さらに，学校施設等の復旧・再建や心のケア，いじめ・不登校等の問題

を解決するための生徒指導体制・教育相談体制の充実を図り，児童生徒等

が安心して学べる教育環境の整備を推進していくほか，県民が豊かな生活

を送るための生涯学習・文化・スポーツ活動の推進に取り組む。

【評価の判定区分及び判定基準等について】

（１）政策評価の判定区分及び判定基準
政策を構成する施策の必要性，有効性，効率性を考慮し，施策の成果等から見て，次の

とおり判断されるもの。

順 調：政策の成果が十分にあり,進捗状況が順調であると判断されるもの。
概 ね 順 調：政策の成果がある程度あり,進捗状況が概ね順調であると判断されるもの。
やや遅れている：政策の成果があまりなく,進捗状況がやや遅れていると判断されるもの。
遅 れ て い る：政策の成果がなく,進捗状況が遅れていると判断されるもの。

（２）施策評価の判定区分及び判定基準
施策を構成する事業の必要性，有効性，効率性を考慮し，目標指標等の達成状況，県民意識，

社会経済情勢，事業の実績及び成果等から見て，次のとおり判断されるもの。

順 調：施策の成果が十分にあり,進捗状況が順調であると判断されるもの。
概 ね 順 調：施策の成果がある程度あり,進捗状況が概ね順調であると判断されるもの。
やや遅れている：施策の成果があまりなく,進捗状況がやや遅れていると判断されるもの。
遅 れ て い る：施策の成果がなく,進捗状況が遅れていると判断されるもの。

（３）目標指標等の達成度判定

Ａ：目標値を達成している。
Ｂ：目標値を達成しておらず，達成率が８０％以上１００％未満。
Ｃ：目標値を達成しておらず，達成率が８０％未満。
Ｎ：実績値が把握できない等の理由で，判定できない。

（４）県の自己評価に対する行政評価委員会の判定区分
①政策・施策の成果

適 切：県の自己評価について，評価の理由が十分であり，「政策・施策の成果」
の評価は妥当であると判断されるもの。

概ね適切：県の自己評価について，評価の理由に一部不十分な点が見られるものの，
「政策・施策の成果」の評価は妥当であると判断されるもの。

要 検 討：県の自己評価について，評価の理由が不十分で，「政策・施策の成果」の
評価の妥当性を認めることができず，県が最終評価を行うに当たり，評価
内容を検討する必要があると判断されるもの。

②政策・施策を推進する上での課題と対応方針

意見あり：県が自己評価で示した「政策・施策を推進する上での課題と対応方針」につい
て，意見が付されたもの。



宮城の将来ビジョン

成果
課題と
対応方
針

成果
課題と
対応方
針

朝食を欠食する児童の割合
（小学６年生）

Ｃ (Ｃ)

学校教育を支援する「みやぎ教育応援団」の登録数
（企業・団体）

Ｂ (Ｂ)

学校教育を支援する「みやぎ教育応援団」の登録数
（個人）

Ａ (Ａ)

児童生徒の家庭等での学習時間
（小学６年生：３０分以上の児童の割合）

Ａ (Ａ)

児童生徒の家庭等での学習時間
（中学３年生：１時間以上の生徒の割合）

Ｂ (Ｂ)

児童生徒の家庭等での学習時間
（高校２年生：２時間以上の生徒の割合）

Ｃ (Ｃ)

「授業が分かる」と答える児童生徒の割合
（小学６年生）

Ｂ (Ｂ)

「授業が分かる」と答える児童生徒の割合
（中学３年生）

Ｂ (Ａ)

「授業が分かる」と答える児童生徒の割合
（高校２年生）

Ｂ (Ｂ)

全国平均正答率とのかい離
（小学６年生）

Ｃ (Ｃ)

全国平均正答率とのかい離
（中学３年生）

Ｃ (Ｃ)

大学等への現役進学達成率の全国平均値とのかい離 Ｂ (Ａ)

新規高卒者の就職決定率の全国平均値とのかい離 Ａ (Ａ)

体験活動やインターンシップの実施校率
（小学校での農林漁業体験実施校率）

Ｂ (Ｂ)

体験活動やインターンシップの実施校率
（中学校での職場体験実施校率）

Ａ (Ｂ)

体験活動やインターンシップの実施校率
（高等学校でのインターンシップ体験実施校率）

Ｂ (Ｂ)

県立高校における無線ＬＡＮ整備率 Ａ (Ａ)

不登校児童生徒の在籍者比率
（小学校）

Ｃ (Ｃ)

不登校児童生徒の在籍者比率
（中学校）

Ｃ (Ｃ)

不登校児童生徒の在籍者比率
（高等学校）

Ｃ (Ｃ)

不登校児童生徒の再登校率
（小・中）

Ｂ (Ｂ)

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国
平均値とのかい離（小学５年生男子）

Ｃ (Ｂ)

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国
平均値とのかい離（小学５年生女子）

Ｃ (Ａ)

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国
平均値とのかい離（中学２年生男子）

Ｃ (Ａ)

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国
平均値とのかい離（中学２年生女子）

Ｃ (Ｃ)

外部評価を実施する学校の割合
（小学校）

Ａ (Ａ)

外部評価を実施する学校の割合
（中学校）

Ａ (Ａ)

外部評価を実施する学校の割合
（高等学校）

Ａ (Ａ)

学校外の教育資源を活用している高校の割合 Ａ (Ａ)

特別支援学校の児童生徒が居住地の小・中学校の児童生徒
と交流及び共同学習した割合

Ｂ (Ｂ)

公立図書館等における県民一人当たりの図書資料貸出数 Ｂ (Ａ)

みやぎ県民大学講座における受講率 Ｂ (Ａ)

総合型地域スポーツクラブの市町村における育成率 Ｃ (Ｃ)

みやぎ県民文化創造の祭典参加者数
（うち出品者・出演者等の数）

Ｂ (Ａ)

宮城県震災復興計画

成果
課題と
対応方
針

成果
課題と
対応方
針

災害復旧工事が完了した県立学校数［累計］ Ｂ (Ｂ)

スクールカウンセラーの配置率
（市町村教育委員会・公立中学校・県立高等学校）

Ａ (Ａ)

防災に関する校内職員研修の実施率 Ａ (Ａ)

家庭教育に関する研修会への参加延べ人数［累計］ Ａ (Ａ)

地域と連携した取組が学校安全計画に位置づけられている
学校の割合

Ａ (Ａ)

災害復旧工事が完了した県立社会教育施設・社会体育施設
数［累計］

Ａ (Ａ)

被災文化財（国・県・市町村指定）の修理・修復事業完了
件数［累計］

Ａ (Ａ)

平成２８年度政策評価・施策評価に係る評価結果一覧

意見
あり

前回
比較

17

番号

行政評価委員会
の意見

適切

15

意見
あり

－ －

家庭・地域・学校の
協働による子どもの
健全な育成

【生涯学習課】

やや遅れている

(やや遅れてい
る)

概ね
適切

適切

適切

意見
あり

意見
あり

意見
あり

児童生徒や地域の
ニーズに応じた特色
ある教育環境づくり

【高校教育課】

概ね順調

(概ね順調)

意見
なし

意見
あり

概ね
適切

概ね順調

(概ね順調)

概ね順調

(概ね順調)

概ね
適切

適切

3

23

生涯学習社会の確立
とスポーツ・文化芸
術の振興

【生涯学習課】

やや遅れている

(概ね順調)

概ね
適切

意見
なし

－ －

生涯学習・文化・ス
ポーツ活動の充実

【生涯学習課】

政策名
【担当課】

番号

行政評価委員会
の意見

適切
意見
あり

行政評価委員会
の意見

最終評価
(前回)

最終評価
(前回)

8

生涯現役で安心し
て暮らせる社会の
構築

※保健福祉部保健
福祉総務課で評価

－

7

将来の宮城を担う
子どもの教育環境
づくり

【教育企画室】

やや
遅れている

(概ね順調)

6

子どもを生み育て
やすい環境づくり

※保健福祉部子育
て支援課で評価

番号 政策名
【担当課】

達成度
(前回)

目標指標等最終評価
(前回)

施策名
【担当課】

6

安心して学べる教
育環境の確保

【教育企画室】

概ね順調

(概ね順調)

1

安全・安心な学校教
育の確保

【高校教育課】

概ね順調

(概ね順調)

2

家庭・地域の教育力
の再構築

【生涯学習課】

前回
比較

－ 14

着実な学力向上と希
望する進路の実現

【高校教育課】

やや遅れている

(概ね順調)

16

豊かな心と健やかな
体の育成

【義務教育課】

やや遅れている

(やや遅れてい
る)

達成度
(前回)

目標指標等最終評価
(前回)

施策名
【担当課】

番号

意見
あり

行政評価委員会
の意見

適切
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意見区分

施策の成果

施策を推進
する上での
課題と対応
方針

政策の成果

政策を推進
する上での
課題と対応
方針

施策の成果

施策を推進
する上での
課題と対応
方針

施策の成果

施策を推進
する上での
課題と対応
方針

施策の成果

施策を推進
する上での
課題と対応
方針

施策の成果

施策を推進
する上での
課題と対応
方針

政策の成果

政策を推進
する上での
課題と対応
方針

施策の成果

施策を推進
する上での
課題と対応
方針

施策の成果

施策を推進
する上での
課題と対応
方針

施策の成果

施策を推進
する上での
課題と対応
方針

－

－

　委員会の意見を踏まえ，沿岸被災地における児童生徒への対応について追記する。

委員会の意見（答申） 委員会の意見を踏まえた県の対応方針

　評価の理由が十分であり，施策の成果について「概ね順調」とした県の評価は，妥当であると判断さ
れる。

　未だに校庭等に仮設住宅のある沿岸被災地における児童生徒の遊び場や運動場の確保，スクール
バスの登下校の長時間化等についても，課題と対応方針を示す必要があると考える。

　評価の理由に次のとおり一部不十分な点が見られるものの，施策の成果について「概ね順調」とした
県の評価は，妥当であると判断される。
　設定されている目標指標の実績値のみでは，施策の評価を十分に把握することができないので，学
校評価やスクールカウンセラーのニーズ，教育相談についてもその実績値の分析を行い，施策の評
価として分かりやすく示す必要があると考える。

　沿岸被災地において，長時間のバス通学をしている児童生徒の学習への影響や心のケア等の対応
についても，課題と対応方針を示す必要があると考える。

　委員会の意見を踏まえ，各施策における主な取組の成果等や政策全体の現状について追記する。

－

　委員会の意見を踏まえ，スクールカウンセラーによる教育相談の現状等について追記する。

　委員会の意見を踏まえ，沿岸被災地において長時間のバス通学をしている児童生徒への心のケア
や学習支援について追記する。

－

　評価の理由が十分であり，政策の成果について「やや遅れている」とした県の評価は，妥当であると
判断される。

　課題の根拠となっている取組の実績値を分析し，より具体的・短期的な課題と対応方針を示す必要
があると考える。

震
災
復
興
計
画

行政評価委員会の意見（答申）及び県の対応方針について

－

　委員会の意見を踏まえ，「ルルブル（しっかり寝ル・きちんと食べル・よく遊ブで健やかに伸びル）」，
スマートフォン等の使用に関する注意喚起，「みやぎ教育応援団」の取組におけるより具体的・短期
的な課題と対応方針について追記する。

－

　委員会の意見を踏まえ，施策ごとの課題と対応方針に追記する。

－

　委員会の意見を踏まえ，スマートフォン等の使用に関する注意喚起及び「MIYAGI Style」の普及・定
着に向けた取組，算数・数学の学力向上対策のより具体的な課題と対応方針について追記する。

　委員会の意見を踏まえ，スクールカウンセラーの配置・派遣状況やスクールソーシャルワーカーの
配置状況及び成果について具体的に追記する。

　委員会の意見を踏まえ，「県民を巻き込んだ運動」の具体的な内容を追記するとともに，いじめ・不
登校等対策，体力・運動能力の向上対策については，全県的に取組を推進していることから，全県
的な課題であることがわかるよう追記する。

－

　委員会の意見を踏まえ，学校改善に向けた地域との連携や協働等の新たな取組について追記す
る。

　委員会の意見を踏まえ，「生涯スポーツ社会の実現に向けた環境づくり」に向けた主な取組の成果
について追記する。

　委員会の意見を踏まえ，みやぎ県民大学及び図書館等における県民一人当たりの図書資料貸出
数のより具体的・短期的な課題と対応方針について追記する。

宮
城
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン

施策１
安全・安心な学校
教育の確保

施策２
家庭・地域の教育
力の再構築

　評価の理由が十分であり，施策の成果について「概ね順調」とした県の評価は，妥当であると判断さ
れる。

－

政策６
安心して学べる教育
環境の確保

　評価の理由に次のとおり一部不十分な点が見られるものの，政策の成果について「概ね順調」とした
県の評価は，妥当であると判断される。
　目標指標の達成状況に加え，各施策・事業の実施状況や効果をプロセスごとに分析して，政策の成
果を分かりやすく示す必要があると考える。また，政策を構成する施策の評価に加え，政策全体の現
状を分析した上で評価の理由を示す必要があると考える。

－

　評価の理由に次のとおり一部不十分な点が見られるものの，施策の成果について「やや遅れてい
る」とした県の評価は，妥当であると判断される。
　施策の成果の把握には，目標指標の達成状況に加え，施策の方向に沿った各種事業の実施状況
や効果をプロセスごとに分析・評価する視点が重要である。また，目標指標を補完するようなデータや
取組を用いて成果の把握に努めるなど，施策の成果をより分かりやすく示す必要があると考える。

　不登校の問題解決に向けた「県民を巻き込んだ運動」が，保護者以外の一般県民も対象であること
が分かるよう，より具体的に記述する必要があると考える。
　また，特にいじめや不登校の対策と児童生徒の体力・運動能力の向上対策については，沿岸部だ
けではなく全県的な課題として捉え，その解決に向けた対応方針を示す必要があると考える。

施策１７
児童生徒や地域
のニーズに応じた
特色ある教育環境
づくり

　評価の理由が十分であり，施策の成果について「概ね順調」とした県の評価は，妥当であると判断さ
れる。

　外部評価が学校改善に確実につながるよう，ＰＤＣＡマネジメントサイクルの観点から捉え，地域との
連携や協働等の新たな取組もそのサイクルに入れ込むことについて言及する必要があると考える。

施策１４
家庭・地域・学校
の協働による子ど
もの健全な育成

政策・施策

政
策
６

施策３
生涯学習・文化・ス
ポーツ活動の充実

政策７
将来の宮城を担う子ど
もの教育環境づくり

　評価の理由が十分であり，政策の成果について「やや遅れている」とした県の評価は，妥当であると
判断される。

　各施策に付した意見を踏まえ，課題と対応方針を示す必要があると考える。

施策１５
着実な学力向上と
希望する進路の実
現

　評価の理由が十分であり，政策の成果について「やや遅れている」とした県の評価は，妥当であると
判断される。

　スマートフォンの過度な使用がもたらす問題及び危険性並びにＩＣＴを活用した授業スタイル
「MIYAGI Style」の普及・定着に向けた取組について，より具体的な課題と対応方針を示す必要があ
ると考える。
　また，「授業が分かる」と答える児童生徒の割合を増やす取組や学力向上策について，専門的な検
討を踏まえ，計画の実施について県民に分かりやすく示す必要があると考える。

政
策
８

施策２３
生涯学習社会の
確立とスポーツ・文
化芸術の振興

　評価の理由に次のとおり一部不十分な点が見られるものの，施策の成果について「やや遅れてい
る」とした県の評価は，妥当であると判断される。
　施策の方向にある「生涯スポーツ社会の実現に向けた環境づくり」のための主要事業の実施状況や
目標指標を補完するようなデータや取組を用いて，施策の成果をより具体的に示す必要があると考え
る。

　目標指標と施策の方向との関連を明確にし，目標指標を達成するための課題と対応方針について
具体的に示す必要があると考える。
　また，課題の根拠となっている取組の実績値を分析し，より具体的・短期的な課題と対応方針を示す
必要があると考える。

施策１６
豊かな心と健やか
な体の育成

参考資料３ 



目標値 - 0.32 0.31 0.30 0.35 0.33 0.31

実績値 0.34 0.32 0.34 0.37 0.40 0.41 - 0.39

達成度 - A C C C C - （児童生徒問題行動調査）

目標値 - 2.90 2.85 2.80 3.04 2.90 2.75

実績値 3.17 3.02 2.92 3.14 3.17 3.37 - 2.76

達成度 - B C C C C - （児童生徒問題行動調査）

目標値 - 1.47 1.42 1.37 1.30 1.30 1.30

実績値 1.57 1.89 2.01 2.30 2.19 2.07 - 1.59

達成度 - C C C C C - （児童生徒問題行動調査）

目標値 - 37.0 38.5 40.0 35.5 37.0 37.0

実績値 37.0 32.7 34.8 32.1 33.6 31.0 - 31.5

達成度 - C B B B B - （児童生徒問題行動調査）

目標値 - - - - - -0.86 -0.58

実績値 - - - -1.15 -0.76 -0.87 -1.05 53.80

達成度 - - - - - B C （全国体力・運動能力調査）

目標値 - - - - - -0.46 -0.31

実績値 - - - -0.61 -0.60 -0.44 -0.78 55.18

達成度 - - - - - A C （全国体力・運動能力調査）

目標値 - - - - - -0.14 -0.10

実績値 - - - -0.19 0.35 0.31 -0.23 41.89

達成度 - - - - - A C （全国体力・運動能力調査）

目標値 - - - - - -0.42 -0.28

実績値 - - - -0.56 -0.53 -0.56 -0.84 49.08

達成度 - - - - - C C （全国体力・運動能力調査）

目標値 - 83.0 86.0 88.0 90.0 92.0 94.0

実績値 77.1 89.3 96.3 95.3 100 99.2 - -

達成度 - A A A A A -

目標値 - 83.0 86.0 88.0 90.0 91.0 92.0

実績値 74.7 84.7 90.4 90.8 96.5 97.8 - -

達成度 - A A A A A -

目標値 - 100 100 100 100 100 100

実績値 100 100 100 100 100 100 100 -

達成度 - A A A A A A

目標値 - 60.0 70.0 80.0 90.0 72.0 78.0

実績値 58.1 59.0 54.3 60.5 63.4 92.5 87.2 -

達成度 - B C C C A A

目標値 - 30.0 31.0 32.0 33.0 33.0 34.0

実績値 28.2 27.0 25.1 30.7 30.9 29.4 30.5 -

達成度 - C C B B B B

目標値 - 4.00 4.05 4.10 3.62 3.74 3.86

実績値 3.87 - 3.01 3.52 3.64 3.61 - -

達成度 - N C B A B -

目標値 - - - - - 70.0 75.0

実績値 - - - 60.8 73.9 71.1 66.8 -

達成度 - - - - - A B

目標値 - - 65.7 100 100 71.4 74.3

実績値 42.9 - 45.7 60.0 60.0 62.9 62.9 80.8

達成度 - - B C C C C

目標値 -
988
（32）

1007
（33）

1027
（34）

1,047
（35）

1,020
（23）

1,030
（23）

実績値
1,036
(23)

953
(21)

983
(12)

1,030
（44）

858
（21）

1,039
（17）

1,016
（21）

-

達成度 - B C A B A B

全国平均値

全国平均値

対前年
実績値増減

対前年
実績値増減

98.6%

Ｈ２６

Ｈ２５

・総合型地域スポーツクラブの市町村における育成
率（％）

施策 目標指標等 区分 Ｈ２０
（初期値）

Ｈ２２ Ｈ２３
Ｈ２４

（初期値）
Ｈ２５ Ｈ２７Ｈ２６

63.7%

全国平均値

Ｈ２７Ｈ２６

施策 目標指標等 区分 Ｈ２０
（初期値）

Ｈ２２ Ｈ２３
Ｈ２４

（初期値）
Ｈ２５

16

・不登校児童生徒の在籍者比率（小学校）（％）

・不登校児童生徒の在籍者比率（中学校）（％）

・不登校児童生徒の在籍者比率（高等学校）（％）

・不登校児童生徒の再登校率（小・中）（％）

・児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計
点の全国平均値とのかい離（中学２年生女子）（ポイ
ント）

・児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計
点の全国平均値とのかい離（中学２年生男子）（ポイ
ント）

施策 目標指標等

23

17

・外部評価を実施する学校の割合（小学校）（％）

・外部評価を実施する学校の割合（中学校）（％）

・外部評価を実施する学校の割合（高等学校）（％）

・学校外の教育資源を活用している高校の割合（％）

・特別支援学校の児童生徒が居住地の小・中学校の
児童生徒と交流及び共同学習した割合（％）

・みやぎ県民文化創造の祭典参加者数（うち出品者・
出演者等の数）（千人）

区分 Ｈ２０
（初期値）

Ｈ２２ Ｈ２３
Ｈ２４

（初期値）

Ｈ２７

・公立図書館等における県民一人当たりの図書資料
貸出数（冊）

・みやぎ県民大学講座における受講率（％）

対前年
実績値増減

・児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計
点の全国平均値とのかい離（小学５年生男子）（ポイ
ント）

・児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計
点の全国平均値とのかい離（小学５年生女子）（ポイ
ント）

達成率

107.8%

107.5%

100.0%

111.8%

89.8%

達成率

96.5%

89.1%

達成率

-100.0%

-95.8%

25.2%

83.8%

17.5%

-56.7%

-44.4%

-100.0%

参考資料４ 



宮城の将来ビジョン及び宮城県震災復興計画に係る目標指標等の推移

■　宮城の将来ビジョン

目標値 - 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

実績値 3.7 2.6 - 3.4 3.3 3.3 3.7 4.3

達成度 - B N C C C C （全国学力・学習状況調査）

目標値 - - - - - 55.5 56.5

実績値 48.4 49.6 - 53.5 53.1 - 66.2

達成度 - - - - - N -

目標値 - - - - - 45.3 46.3

実績値 38.0 39.8 - 43.3 46.2 - 66.5

達成度 - - - - - N -

目標値 - - - - - 225 250

実績値 - - - 190 200 219 243 -

達成度 - - - - - B B

目標値 - - - - - 410 440

実績値 - - - 363 363 427 493 -

達成度 - - - - - A A

目標値 - 85.0 86.0 87.0 88.0 89.0 89.5

実績値 83.5 88.7 - 89.1 90.1 90.6 91.1 87.8

達成度 - A N A A A A （全国学力・学習状況調査）

目標値 - 65.0 66.0 67.0 68.0 69.0 69.5

実績値 63.1 63.7 - 65.8 66.4 66.1 67.0 69.0

達成度 - B N B B B B （全国学力・学習状況調査）

目標値 - 25.0 26.0 27.0 28.0 28.0 29.0

実績値 13.4 13.0 14.4 12.8 12.4 13.4 12.8 -

達成度 - C B C C C C

目標値 - 80.0 81.0 82.0 83.0 84.0 84.5

実績値 78.4 80.2 - 81.6 78.5 78.5 80.9 81.5

達成度 - A N B B B B （全国学力・学習状況調査）

目標値 - 69.0 70.0 71.0 72.0 73.0 74.0

実績値 63.1 68.2 - 69.4 72.4 73.0 73.5 73.0

達成度 - Ｂ Ｎ B A A B （全国学力・学習状況調査）

目標値 - 45.0 45.0 46.5 48.0 48.0 49.0

実績値 43.8 43.3 45.0 44.3 46.6 47.5 48.9 -

達成度 - C A B B B B

目標値 - -2.5 -1.5 -0.5 0.5 0.7 0.9

実績値 -4.6 -1.9 - -1.0 -6.5 -2.1 -5.3 255.6

達成度 - A N B C C C （全国学力・学習状況調査）

目標値 - -0.1 0.1 0.3 0.5 2.0 3.0

実績値 -0.6 3.0 - 3.2 -0.9 -0.3 -1.5 247.6

達成度 - A N A C C C （全国学力・学習状況調査）

目標値 - -0.8 -0.6 -0.4 1.0 1.0 1.0

実績値 -1.0 0.7 -0.5 0.0 1.2 0.9 - 89.8

達成度 - A A A A B -

目標値 - -0.4 -0.2 0 0.5 0.5 0.5

実績値 -0.7 -5.6 2.3 2.7 2.0 1.4 - 97.5

達成度 - C A A A A -

目標値 - - - - 86.0 87.0 88.0

実績値 - - - 81.7 84.3 84.2 - -

達成度 - - - - B B -

目標値 - - - - 96.0 96.5 97.0

実績値 - - - 95.2 95.7 96.5 - -

達成度 - - - - B Ａ -

目標値 - - - - - 69.2 72.7

実績値 - - - 62.2 68.3 69.1 66.7 -

達成度 - - - - - B B

目標値 - - - - - 3.9 10.5

実績値 - - - 1.3 2.6 5.3 15.1 -

達成度 - - - - - A A

全国平均値

全国平均値

対前年
実績値増減

対前年
実績値増減

Ｈ２６

Ｈ２６

15

・新規高卒者の就職決定率の全国平均値とのかい離
（ポイント）

・体験活動やインターンシップの実施校率
小学校での農林漁業体験実施校率（％）

・体験活動やインターンシップの実施校率
中学校での職場体験実施校率（％）

・全国平均正答率とのかい離（小学６年生）（ポイン
ト）

・全国平均正答率とのかい離（中学３年生）（ポイン
ト）

・大学等への現役進学達成率の全国平均値とのかい
離（ポイント）

・児童生徒の家庭等での学習時間（高校２年生：２時
間以上の生徒の割合）（％）

・「授業が分かる」と答える児童生徒の割合（小学６年
生）（％）

・「授業が分かる」と答える児童生徒の割合（中学３年
生）（％）

Ｈ２７

14

・朝食を欠食する児童の割合（小学６年生）（％）

・学校教育を支援する「みやぎ教育応援団」の登録数
（個人）（人）

施策 目標指標等 区分 Ｈ２０
（初期値）

Ｈ２２

施策 目標指標等 区分 Ｈ２０
（初期値）

Ｈ２２ Ｈ２３

Ｈ２３
Ｈ２４

（初期値）
Ｈ２５

※参考：平日，午前６時３０分より前に起床する児童
の割合（小学５年生）（％） -

・体験活動やインターンシップの実施校率
高等学校でのインターンシップ体験実施校率（％）

・「授業が分かる」と答える児童生徒の割合（高校２年
生）（％）

Ｈ２４
（初期値）

Ｈ２５ Ｈ２７

・児童生徒の家庭等での学習時間（小学６年生：３０
分以上の児童の割合）（％）

・児童生徒の家庭等での学習時間（中学３年生：１時
間以上の生徒の割合）（％）

-25.0%

99.9%

100.9%

96.8%

100.0%

91.7%

143.8%

※H26全国学力・
学習状況調査の
調査項目から外
れる

※H26全国学力・
学習状況調査の
調査項目から外
れる

・学校教育を支援する「みやぎ教育応援団」の登録数
（企業・団体）（団体）

・県立高校における無線ＬＡＮ整備率（％）

※参考：平日，午後１０時より前に就寝する児童の割
合（小学５年生）（％） -

44.1%

95.7%

99.3%

99.8%

-12.7%

達成率

0.0%

-

-

97.2%

112.0%

達成率

101.8%

96.4%



■　宮城県震災復興計画

目標値 -
60
(65.9%)

83
(91.2%)

87
(95.6%)

88
(96.7%)

89
(97.8%)

実績値
０
(0%)

39
(42.9%)

83
(91.2%)

86
(94.5%)

87
(95.6%)

87
(95.6%)

-

達成度 - B A B B B

目標値 - 100 100 100 100 100

実績値 - 100 100 100 100 100 -

達成度 - A A A A A

目標値 - - 100 100 91.0 94.0

実績値 - - 84.1 86.9 100 100 -

達成度 - - B B A A

目標値 - - - - 2,100 2,800

実績値 - - 704 1,579 2,923 3,951 -

達成度 - - - - A A

目標値 - - 100 100 95.0 100

実績値 - - 33.4 94.1 99.5 100 -

達成度 - - C B A A

目標値 -
5

(33.3%)
13
(86.7%)

14
(93.3%)

15
(93.8%)

15
(93.8%)

実績値
０
(0%)

4
(26.7%)

12
(80.0%)

13
(86.7%)

15
(93.8%)

15
(93.8%)

-

達成度 - B B B A A

目標値 -
47
(58.0%)

50
(61.7%)

80
(98.8%)

82
(87.5%)

95
(99.0%)

実績値
０
(0%)

25
(30.9%)

50
（61.7%)

78
（96.3%)

91
（94.8%)

95
(99.0%)

-

達成度 - B A B A A

97.8%

100.0%

106.4%

達成率

100.0%

達成率 全国平均値

全国平均値

全国平均値

154.9%

100.0%

達成率

100.0%

対前年
実績値増減

対前年
実績値増減

Ｈ２２
（初期値）

Ｈ２３
Ｈ２４

（初期値）
Ｈ２５ Ｈ２６

区分 Ｈ２２
（初期値）

Ｈ２３
Ｈ２４

（初期値）
Ｈ２５ Ｈ２６

Ｈ２２
（初期値）

Ｈ２３
Ｈ２４

（初期値）
Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

3

・災害復旧工事が完了した県立社会教育施設・社会
体育施設数（施設）[累計]

・被災文化財（国・県・市町村指定）の修理・修復事業
完了件数（件）[累計]

2

・家庭教育に関する研修会への参加延べ人数（人）
[累計]

・地域と連携した取組が学校安全計画に位置づけら
れている学校の割合（％）

施策 目標指標等 区分

1

・災害復旧工事が完了した県立学校数（校）[累計]

・スクールカウンセラーの配置率（市町村教育委員
会・公立中学校・県立高等学校）（％）

・防災に関する校内職員研修の実施率（％）

施策 目標指標等

施策 目標指標等 区分

Ｈ２７

Ｈ２７

対前年
実績値増減

 

 【初期値より数値が低下している目標指標】 
 <宮城の将来ビジョン> 

  施策１５ 着実な学力向上と希望する進路の実現 

 ・児童生徒の家庭等での学習時間（高校２年生：２時間以上の生徒の割合）（％） 

   初期値１３．４％（平成２０年度） → 現況値１２．８％（平成２７年度） ※初期値と比較し０．６ポイント減少 

   目標値３０．０％（平成２９年度） 

 ・全国平均正答率とのかい離（小学６年生）（ポイント）  

   初期値－４．６ポイント（平成２０年度） → 現況値－５．３ポイント（平成２７年度） ※初期値と比較し０．７ポイント減少 

   目標値１．１ポイント（平成２９年度） 

 ・全国平均正答率とのかい離（中学３年生）（ポイント）  

   初期値－０．６ポイント（平成２０年度） → 現況値－１．５ポイント（平成２７年度） ※初期値と比較し０．９ポイント減少 

   目標値５．０ポイント（平成２９年度） 

  施策１６ 豊かな心と健やかな体の育成 

 ・不登校児童生徒の在籍者比率（小学校）（％） 

   初期値０．３４％（平成２０年度） → 現況値０．４１％（平成２６年度） ※初期値と比較し０．０７ポイント増加 

   目標値０．２９％（平成２９年度） 

 ・不登校児童生徒の在籍者比率（中学校）（％） 

   初期値３．１７％（平成２０年度） → 現況値３．３７％（平成２６年度） ※初期値と比較し０．２ポイント増加 

   目標値２．５２％（平成２９年度） 

 ・不登校児童生徒の在籍者比率（高等学校）（％） 

   初期値１．５７％（平成２０年度） → 現況値２．０７％（平成２６年度） ※初期値と比較し０．５ポイント増加 

   目標値１．３０％（平成２９年度） 

 ・不登校児童生徒の再登校率（小・中）（％） 

   初期値３７．０％（平成２０年度） → 現況値３１．０％（平成２６年度） ※初期値と比較し６．０ポイント減少 

   目標値４１．５％（平成２９年度） 

 ・児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい離（小学５年生女子）（ポイント）  

   初期値－０．６１ポイント（平成２４年度） → 現況値－０．７８ポイント（平成２７年度） ※初期値と比較し０．１７ポイント減少 

   目標値０．０ポイント（平成２９年度） 

 ・児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい離（中学２年生男子）（ポイント）  

   初期値－０．１９ポイント（平成２４年度） → 現況値－０．２３ポイント（平成２７年度） ※初期値と比較し０．０４ポイント減少 

   目標値０．０ポイント（平成２９年度） 

 ・児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい離（中学２年生女子）（ポイント）  

   初期値－０．５６ポイント（平成２４年度） → 現況値－０．８４ポイント（平成２７年度） ※初期値と比較し０．２８ポイント減少 

   目標値０．０ポイント（平成２９年度） 

  施策２３ 生涯学習社会の確立とスポーツ・文化芸術の振興 

 ・公立図書館等における県民一人当たりの図書資料貸出数（冊） 

   初期値３．８７冊（平成２０年度） → 現況値３．６１冊（平成２６年度） ※初期値と比較し０．２６冊減少 

   目標値４．１０冊（平成２９年度） 

 ・みやぎ県民文化創造の祭典参加者数（うち出品者・出演者等の数）（千人）【環境生活部消費生活・文化課】  

   初期値１，０３６千人（２３千人）（平成２０年度） → 現況値１，０１６千人（２１千人）（平成２７年度） ※初期値と比較し２０千人（２千人）減少 

   目標値１，０５０千人（２４千人）（平成２９年度） 

 





第３号議案

第３号議案

宮城県教育振興基本計画に係る点検及び評価について

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６

条第１項の規定により，教育に関する事務の管理及び執行の状況について，別冊の

とおり宮城県教育振興基本計画の点検及び評価に関する報告書を作成し，議会に報

告する。

平成２８年８月１０日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁
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「
平
成
２
８
年
度
 
政
策
評
価
・
施
策
評
価
」
及
び
「
宮
城
県
教
育
振
興
基
本
計
画
に
係
る
点
検
・
評
価
」
の
評
価
結
果
（
案
）
に
つ
い
て
 

 

宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
・
震
災
復
興
実
施
計
画
（
再
生
期
）
 

 掲
載
事
業
（
震
災
復
興
推
進
事
業
）

 

 

宮
城
県
教
育
振
興
基
本
計
画

 

（
平
成

2
2
年
度
～
平
成

3
1
年
度
）

 

○
６
の
基
本
方
向
及
び
２
６
の
取
組
（
重
点
的
取
組
１
１
・
重
点
以
外
の

取
組
１
５
）
の
成
果
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
，
課
題
及
び
今
後
の

対
応
方
針
を
示
す
。
 

[基
本
方
向
] 

1 
学
ぶ
力
と
自
立
す
る
力
の
育
成
 

 
最
終
評
価
（
前
回
） 

や
や
遅
れ
て
い
る
（
概
ね
順
調
）
 

2 
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
，
健
や
か
な
体
の
育
成
 

 
最
終
評
価
（
前
回
） 

や
や
遅
れ
て
い
る
（
や
や
遅
れ
て
い
る
） 

3 
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
き
め
細
か
な
教
育
の
推
進
 

 
最
終
評
価
（
前
回
） 

概
ね
順
調
（
概
ね
順
調
）
 

4 
信
頼
さ
れ
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り
 

 
最
終
評
価
（
前
回
） 

概
ね
順
調
（
概
ね
順
調
）
 

5 
家

庭
・

地
域

・
学

校
が

協
働

し
て

子
ど

も
を

育
て

る
環

境
づ

く
り
 

 
最
終
評
価
（
前
回
） 

や
や
遅
れ
て
い
る
（
概
ね
順
調
）
 

6 
生
涯
に
わ
た
る
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
 

 
最
終
評
価
（
前
回
） 

や
や
遅
れ
て
い
る
（
概
ね
順
調
）
 

   

宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

 

（
平
成

1
9
年
度
～
平
成

2
8
年
度
）

 

○
１
４
の
政
策

(う
ち
教
育
関
連
：
政
策
７

)，
３
３
の
施
策

(う
ち

教
育
関
連
：
施
策
１
４
～
１
７
・
２
３
)の

成
果
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
，
課
題
及
び
今
後
の
対
応
方
針
を
示
す
。
 

[政
策

(教
育
関
連

)] 

７
 将

来
の
宮
城
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
環
境
づ
く
り
 

 
最
終
評
価
（
前
回
）
 

や
や
遅
れ
て
い
る
(概
ね
順
調
) 

[施
策

(教
育
関
連

)] 
 

1
5 着

実
な
学
力
向
上
と
希
望
す
る
進
路
の
実
現
 

 
最
終
評
価
（
前
回
）
 

や
や
遅
れ
て
い
る
(概
ね
順
調
) 

1
6 豊

か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成
 

 
最
終
評
価
（
前
回
）
 

や
や
遅
れ
て
い
る
(や
や
遅
れ
て
い
る
) 

1
7 児

童
生
徒
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り
 

 
最
終
評
価
（
前
回
）
 

概
ね
順
調
（
概
ね
順
調
）
 

 [
政
策
６

]
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
（
保
健
福
祉
部
担
当
）

 

1
4 家

庭
・

地
域

・
学

校
の

協
働

に
よ

る
子

ど
も

の
健

全
な

育
成
 

 
最
終
評
価
（
前
回
） 

や
や
遅
れ
て
い
る
(や
や
遅
れ
て
い
る
) 

[
政
策
８

]
生
涯
現
役
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築
（
保
健
福
祉
部
担
当
）

 

2
3 生

涯
学

習
社

会
の

確
立

と
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

芸
術

の
振

興
 

 
最
終
評
価
（
前
回
） 

や
や
遅
れ
て
い
る
(概
ね
順
調
) 

 

宮
城
県
震
災
復
興
計
画

 

（
平
成

2
3
年
度
～
平
成

3
2
年
度
）

 

○
７
の
政
策
（
う
ち
教
育
関
連
：
政
策
６
）
，
２
４
の
施
策
（
う
ち
教

育
関
連
：
政
策
６
の
１
・
２
・
３
）
の
成
果
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
，
課
題
及
び
今
後
の
対
応
方
針
を
示
す
。
 

 [政
策

(教
育
関
連

)] 

６
 安

心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
の
確
保
 

 
最
終
評
価
（
前
回
）
 

概
ね
順
調
（
概
ね
順
調
）
 

[施
策

(教
育
関
連

)] 

1
 安

全
・
安
心
な
学
校
教
育
の
確
保
 

 
最
終
評
価
（
前
回
） 

概
ね
順
調
（
概
ね
順
調
）
 

2
 家

庭
・
地
域
の
教
育
力
の
再
構
築
 

 
最
終
評
価
（
前
回
） 

概
ね
順
調
（
概
ね
順
調
）
 

3
 生

涯
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
 

 
最
終
評
価
（
前
回
） 

概
ね
順
調
（
概
ね
順
調
）
 

 

 
 
 

 
 
対
応
関
係

 

【
評
価
区
分
及
び
判
断
基
準
】
 

（
１
）
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
・
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
に
係
る
政
策
評
価
・
施
策
評
価
 
→

 
「
順
調
・
概
ね
順
調
・
や
や
遅
れ
て
い
る
・
遅
れ
て
い
る
」
の
４
段
階
に
よ
り
評
価
 

 
（
政
策
評
価
）
政
策
を
構
成
す
る
施
策
の
成
果
等
の
状
況
等
に
よ
り
総
合
的
に
判
断

 
 

（
施
策
評
価
）
施
策
に
設
定
し
て
い
る
目
標
指
標
の
達
成
状
況
，
施
策
を
構
成
す
る
事
業
の
実
績
及
び
成
果
等
に
よ
り
総
合
的
に
判
断
 

 （
２
）
宮
城
県
教
育
振
興
基
本
計
画
に
係
る
点
検
・
評
価
 
→

 
「
順
調
・
概
ね
順
調
・
や
や
遅
れ
て
い
る
・
遅
れ
て
い
る
」
の
４
段
階
に
よ
り
評
価
 

 
（
基
本
方
向
評
価
）
基
本
方
向
を
構
成
す
る
取
組
の
成
果
等
の
状
況
等
に
よ
り
総
合
的
に
判
断
 

（
取
組
評
価
）
取
組
に
設
定
し
て
い
る
目
標
指
標
の
達
成
状
況
，
取
組
を
構
成
す
る
事
業
の
実
績
及
び
成
果
等
に
よ
り
総
合
的
に
判
断
 

   

 

宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
・
震
災
復
興
実
施
計
画
（
再
生
期
）
 

掲
載
事
業
（
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
業
）

 

第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
平
成
２
６
年
度
～
２
９
年
度
）

 

掲
載
事
業
 

 
重
複

 
重
複

 

参
考
資
料
１

 



番号
基本方向名

（評価担当課室）
基本方向評価
（前年度評価）

番号
取組名

（評価担当課室）
取組評価

（前年度評価）
目標指標等

達成度
（前回）

前回
比較

体験活動，インターンシップの実施校率（小学校での農林漁業体験実施校率） Ｂ（Ｂ）

体験活動，インターンシップの実施校率（中学校での職場体験実施校率） Ａ（Ｂ）

体験活動，インターンシップの実施校率（高等学校でのインターンシップ実施校率） Ｂ（Ｂ）

「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割合（小学６年生） Ａ（Ｂ）

「将来の夢や目標を持っている」と答えた児童生徒の割合（中学３年生） Ｂ（Ｂ）

新規高卒者の就職決定率の全国平均値とのかい離 Ａ（Ａ）

高校卒業者の進路希望決定率（卒業者に占める進学・就職等希望者の割合） Ａ（Ａ）

児童生徒の家庭等での学習時間（小学６年生：３０分以上の児童の割合） Ａ（Ａ）

児童生徒の家庭等での学習時間（中学３年生：１時間以上の生徒の割合） Ｂ（Ｂ）

児童生徒の家庭等での学習時間（高校２年生：２時間以上の生徒の割合） Ｃ（Ｃ）

「授業が分かる」と答える児童生徒の割合（小学６年生） Ｂ（Ｂ）

「授業が分かる」と答える児童生徒の割合（中学３年生） Ｂ（Ａ）

「授業が分かる」と答える児童生徒の割合（高校２年生） Ｂ（Ｂ）

全国平均正答率とのかい離（小学６年生） Ｃ（Ｃ）

全国平均正答率とのかい離（中学３年生） Ｃ（Ｃ）

大学等への現役進学達成率の全国平均値とのかい離 Ｂ（Ａ）

県立高校における無線ＬＡＮ整備率 Ａ（Ａ）

3
幼児教育の充実
（教育企画室）

概ね順調
（概ね順調）

4
伝統・文化の尊重と国際理解を育む教育の推進
（義務教育課）

概ね順調
（概ね順調）

5
時代の要請に応えた教育の推進
（高校教育課）

概ね順調
（概ね順調）

不登校児童生徒の在籍者比率（小学校） Ｃ（Ｃ）

不登校児童生徒の在籍者比率（中学校） Ｃ（Ｃ）

不登校生徒の在籍者比率（高等学校） Ｃ（Ｃ）

不登校児童生徒の再登校率（小・中） Ｂ（Ｂ）

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい離
（小学５年生男子） Ｃ（Ｂ）

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい離
（小学５年生女子） Ｃ（Ａ）

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい離
（中学２年生男子） Ｃ（Ａ）

児童生徒の体力・運動能力調査における体力合計点の全国平均値とのかい離
（中学２年生女子） Ｃ（Ｃ）

3
災害に積極的に向き合う知識と能力の育成
（スポーツ健康課）

概ね順調
（概ね順調）

4
食に関心を持ち，元気な子どもの育成
（スポーツ健康課）

概ね順調
（概ね順調）

5
心身の健康を保つ学校保健の充実
（スポーツ健康課）

概ね順調
（概ね順調）

特別支援学校の児童生徒が居住地の小・中学校の児童生徒と交流及び共同学習した割合 Ｂ（Ｂ）

特別支援学校の幼稚園，小学校，中学校，高校に対する支援活動の実施回数（訪問助言・研修会への講師派遣） Ａ（Ｂ）

特別支援教育研修の受講者数 Ｂ（Ａ）

2
障害のある子どもの自立と社会参加の支援
（特別支援教育室）

概ね順調
（概ね順調）

１０年経験者研修（共通研修）における受講者アンケート（４段階評価）の
平均評価点 Ａ（Ｂ）

公立学校（小・中・高・特別支援）教員の総合教育センターにおける専門研修（希望研修）受講率 Ｂ（Ａ）

外部評価を実施する学校の割合（小学校） Ａ（Ａ）

外部評価を実施する学校の割合（中学校） Ａ（Ａ）

外部評価を実施する学校の割合（高等学校） Ａ（Ａ）

学校外の教育資源を活用している高校の割合 Ａ（Ａ）

学校評価研修会に参加する学校の割合 Ｂ（Ｃ）

3
優れた人材の確保と能力を発揮できる教職員人事シス
テムの確立（教職員課）

概ね順調
（概ね順調）

4
教職員を支える環境づくりの推進
（福利課）

概ね順調
（概ね順調）

5
県立高校の改革の推進
（高校教育課）

概ね順調
（概ね順調）

6
学習環境の整備充実
（義務教育課）

概ね順調
（概ね順調）

7
私学教育の振興
（私学文書課）

概ね順調
（概ね順調）

朝食を欠食する児童の割合（小学６年生） Ｃ（Ｃ）

保育所入所待機児童数（仙台市を除く） Ｃ（Ｃ）

目標とする数の子育てサポーターリーダーが養成された市町村の割合 Ｂ（Ａ）

協働教育推進協議会等を設置している市町村数 Ａ（Ａ）

学校教育を支援する「みやぎ教育応援団」の登録数（企業・団体） Ｂ（Ｂ）

学校教育を支援する「みやぎ教育応援団」の登録数（個人） Ａ（Ａ）

3
子どもたちの体験活動の推進
（生涯学習課）

概ね順調
（概ね順調）

公立図書館等における県民１人当たりの図書資料貸出数 Ｂ（Ａ）

みやぎ県民文化創造の祭典参加者数（うち出品者・出演者等の数） Ｂ（Ａ）

みやぎ県民大学講座における受講率 Ｂ（Ａ）

2
文化財の保護と活用
（文化財保護課）

概ね順調
（概ね順調）

総合型地域スポーツクラブの市町村における育成率 Ｃ（Ｃ）

4
競技スポーツ選手の強化に向けた環境の充実
（スポーツ健康課）

概ね順調
（概ね順調）

宮城県教育振興基本計画に係る点検及び評価の結果（案）一覧

1
健康な体づくりと体力・運動能力の向上
【重点的取組４】
（スポーツ健康課）

やや遅れている
（概ね順調）

3
生涯スポーツ社会の実現に向けた環境の充実
【重点的取組１１】
（スポーツ健康課）

やや遅れている
(やや遅れている)

概ね順調
（概ね順調）

概ね順調
（概ね順調）

5

家庭・地域・学校が協働
して子どもを育てる環境
づくり

（生涯学習課）

やや遅れている

(概ね順調) 2
地域と学校との協働による学校支援の仕組みづくり
【重点的取組９】
（生涯学習課）

6

生涯にわたる学習・文
化・スポーツ活動の推進

（生涯学習課）

やや遅れている

(概ね順調)

1
地域をつくる生涯学習・文化芸術の推進
【重点的取組１０】
（生涯学習課）

2
開かれた学校づくりの推進
【重点的取組７】
（高校教育課）

概ね順調
（概ね順調）

やや遅れている
（やや遅れている）

1
親の「学び」と「子育て」を支える環境づくり
【重点的取組８】
（生涯学習課）

4

信頼され魅力ある
教育環境づくり

（高校教育課）

概ね順調

（概ね順調）

1
教員が学び続けるための体系的な研修の推進
【重点的取組６】
（教職員課）

概ね順調
（概ね順調）

3

障害のある子どもへの
きめ細かな教育の推進

（特別支援教育室）

概ね順調

（概ね順調）

1
一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進
【重点的取組５】
（特別支援教育室）

概ね順調
（概ね順調）

2

豊かな人間性や社会性，
健やかな体の育成

（義務教育課）

やや遅れている

(やや遅れている)

1
感性豊かでたくましい心を持つ子どもの育成と支援
【重点的取組３】
（義務教育課）

やや遅れている
（やや遅れている）

2
基礎的な学力の定着と活用する力の伸長
【重点的取組２】
（義務教育課）

やや遅れている
（概ね順調）

概ね順調
（概ね順調）

1

学ぶ力と自立する力
の育成

（高校教育課）

やや遅れている

（概ね順調）

1
小・中・高等学校を通じた「志教育」の推進
【重点的取組１】
（義務教育課）

参考資料２ 
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調 査 結 果 の 概 要 

 

 

１ 学校（園）数，学級数，在学者数及び教員数 

（１）学校数の増減（対前年度） 

増加：特別支援学校１校，幼保連携型認定こども園２園，各種学校１校 

減少：小学校５校，幼稚園８園，専修学校１校 

 

（２）学級数の増減（対前年度） 

増加：中等教育学校１学級，幼保連携型認定こども園３学級 

減少：小学校 49 学級，中学校４学級，特別支援学校６学級，幼稚園８学級 

 

（３）在学者数の増減（対前年度） 

増加：中等教育学校１人，幼保連携型認定こども園 132 人，各種学校が６人 

減少：小学校 1,602 人，中学校 927 人, 高等学校（全日制・定時制）21 人， 

特別支援学校 32 人、幼稚園 58 人，専修学校 485 人 

 

（４）教員数（本務者）の増減（対前年度） 

増加：中学校 31 人，中等教育学校９人，特別支援学校５人，幼稚園６人， 

幼保連携型認定こども園 61 人 

減少：小学校 40 人，高等学校（全日制・定時制）39 人，専修学校 21 人， 

各種学校１人 

 

表１ 学校（園）数，学級数，在学者数及び教員数 

399 404
△5

(増3+減8)
5,060 5,109 △ 49 118,204 119,806 △ 1,602 7,888 7,928 △ 40

213 213 0 2,372 2,376 △ 4 62,855 63,782 △ 927 4,985 4,954 31

88 88 0 … … …

うち定時制を

併置
6 6 0 … … …

うち通信制を

併置
2 2 0 … … …

7 7 0 … … … 1,554 1,618 △ 64 290 296 △ 6

1 1 0 … … … (1,681) (1,613) (68) (42) (44) （△2）

2 2 0 18 17 1 1,036 1,035 1 94 85 9

25 24 1 604 610 △ 6 2,528 2,560 △ 32 1,538 1,533 5

254 262
△8

(増3+減11)
1,346 1,354 △ 8 30,646 30,704 △ 58 2,252 2,246 6

17 15 2 94 91 3 2,742 2,610 132 339 278 61

64 65 △ 1 … … … 15,854 16,339 △ 485 962 983 △ 21

22 21 1 … … … 1,637 1,631 6 106 107 △ 1

1,092 1,102 △10 9,494 9,557 △ 63 296,847 299,833 △ 2,986 22,720 22,709 11

注1　…印は調査しない事項
注2　中等教育学校の学級数は，前期課程分のみ
注3　高等学校通信制の在学者数・教員数（独立・併置含む）については外数で，計には含めていない
注４　学校数の増減は，新設・廃止によるもの

43

H28 H28

計

幼 稚 園

小 学 校

中 学 校

H28

中等教育学校

59,791

教　員　数　（本　務　者）

対前年度
増減数

全日制

△ 33

H27
対前年度
増減数

4,266

対前年度
増減数

59,748 4,299

専修学校

区分

特別支援学校

学　　校　　数

H27

定時制

高
等
学
校

通信制

各種学校

学　　級　　数

H28 H27

在　学　者　数

H27
対前年度
増減数

（単位：校，学級，人）

幼保連携型認定こども園
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表２ 平成２８年度新設・廃止校の状況 

 

〔 新 設 〕 〔 廃 止 〕       

仙台市立荒浜小学校

東松島市立宮野森小学校 仙台市立中野小学校

東松島市立宮戸小学校

涌谷町立箟岳白山小学校 東松島市立野蒜小学校

大崎市立鹿島台第二小学校

ホライゾン学園仙台小学校 大和町立宮床小学校難波分校

涌谷町立箟岳小学校

涌谷町立小里小学校

中
学
校

中
等
教

育
学
校

高
等

学
校

特
別
支

援
学
校

宮城県立支援学校女川高等学園

名取市立愛島幼稚園

栗原市立栗駒幼稚園 名取市立下増田幼稚園

栗原市立岩ケ崎幼稚園

栗原市立志波姫幼稚園 栗原市立尾松幼稚園

栗原市立栗駒幼稚園

松山子育て支援総合施設あおぞら園 栗原市立ふたば幼稚園

栗原市立鳥矢崎幼稚園

大崎市立松山幼稚園

大崎市立長岡幼稚園

中新田幼稚園

愛児幼稚園

中新田幼稚園・なかよし子ども園

泉第２チェリーこども園

専
修

学
校

仙台医療技術専門学校

各
種

学
校

未来の杜学園

小
学
校

幼
稚
園

幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
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２ １学級当たりの児童・生徒数 

 

 

【小学校】 

 ○１学級当たりの児童数は 23.4 人で前年度と同数である。 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 ○１学級当たりの生徒数は 26.5 人で前年度より 0.3 人減少した。 

 

 

 

 

図１ １学級当たりの児童数 

 

図２ １学級当たりの生徒数 
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３ 在学者の推移 

○昭和 23 年度からの推移をみると，小学校は，昭和 34 年度（281,545 人）のピークから昭和 48

年度まで減少した後，昭和 58 年度まで増加傾向にあったが，その後再び減少し，今年度の児童

数 118,204 人は調査以来過去最低である。 

○中学校は，昭和 37 年度（147,737 人）ピークから昭和 54 年度まで減少した後，昭和 62 年度ま

で増加傾向にあったが，その後再び減少し，今年度の生徒数 62,855 人は調査以来過去最低であ

る。 

○高等学校は，平成 3 年度（94,098 人）のピークから，平成 26 年度を除き減少が続いており，

今年度は 61,345 人となった。 

○幼稚園は，昭和 58 年度（45,262 人）のピークから，増加と減少を繰り返しながら徐々に減少

しており，今年度は 30,646 人となった。 

 

 

 

図３ 学校種別在学者の推移（昭和２３年度～平成２８年度） 

 

281.545

170.154 203.324

147.737

84.832

104.002

93.876

94.098

45.262
0
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１１８，２０４

 

 

 

 

-6-



- 5 - 

 

 

４ 卒業後の状況 

 【中学校】 

○高等学校等への進学者は 21,377 人で，前年度より 18 人減少している。 

○進学率は 99.2％で前年度と同値である。全国平均(98.7％)と比較すると 0.5 ポイント上回って

いる。男女別では，男子 99.0％（前年度比 0.1 ポイント上昇），女子 99.5％（前年度同値）

であった。 

○就職率は 0.1％で前年度より 0.1 ポイント低下し，全国平均(0.3％)と比較すると 0.2 ポイン

ト下回っている。男女別では，男子 0.2％（前年度比 0.2 ポイント低下），女子 0.0％（前年

度同値）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高等学校】 

○大学等への進学者は 9,693 人で，前年度より 22 人増加している。 

○進学率は 49.5％で，前年度より 0.7 ポイント上昇している。全国平均（54.9％）と比較する

と，5.4 ポイント下回っている。男女別では，男子 48.2％（前年度比 0.8 ポイント上昇），女

子 50.8％（前年度比 0.6 ポイント上昇）である。 

○就職者総数は 4,778 人で，前年度より 46 人増加している。 

○就職率は 24.4％で前年度より 0.5 ポイント上昇している。全国平均（17.8％）と比較すると，

6.6 ポイント上回っている。男女別では，男子が 27.7％（前年度比 0.5 ポイント上昇），女子

21.1％（前年度比 0.6 ポイント上昇）である。 
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図 ５ 就職率の推移
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図 ６ 進学率の推移
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図 ７ 就職率の推移
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図 ４ 進学率の推移
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公立学校施設の耐震改修状況調査の結果について 

             

１ 校舎等の耐震対策の実施状況 

（１）非木造（対象施設：２階建て以上又は延べ床面積２００㎡超の建物） 

学 校 区 分 
耐  震  化  率 

平成 26年 4月 1日 平成 27年 4月 1日 平成 28年 4月 1日 

小中学校 

２，３０８棟 

県 平 均 ９９．１％ ９９．８％ ９９．８％ 

全 国 平 均 ９２．５％ ９５．６％ ９８．１％ 

高等学校 

５６９棟 

県 平 均 ９４．６％ ９６．７％ ９７．２％ 

全 国 平 均 ９０．０％ ９３．７％ ９６．４％ 

特別支援学校 

１０１棟 

県 平 均 １００．０％ １００．０％ １００．０％ 

全 国 平 均 ９６．５％ ９８．１％ ９９．１％ 

幼稚園 

４７棟 

県 平 均 ９４．５％ ９８．１％ １００．０％ 

全 国 平 均 ８３．６％ ８６．７％ ９１．０％ 

 

（２）木造（対象施設：３階建て以上又は延べ床面積５００㎡超の建物） 

学 校 区 分 
耐  震  化  率 

平成 26年 4月 1日 平成 27年 4月 1日 平成 28年 4月 1日 

小中学校 

１０棟 

県 平 均 ９０．０％ ９０．０％ ９０．０％ 

全 国 平 均 ８５．９％ ８９．７％ ９２．７％ 

高等学校 

０棟 

県 平 均 － － － 

全 国 平 均 ７５．０％ ８０．６％ ８７．７％ 

特別支援学校 

０棟 

県 平 均 － － － 

全 国 平 均 ９６．９％ ９８．６％ １００．０％ 

幼稚園 

２５棟 

県 平 均 １００．０％ １００．０％ １００．０％ 

全 国 平 均 ８８．３％ ９２．１％ ９４．３％ 

 

※ 耐震化率 ＝ （昭和５７年以降建築の棟数（耐震性がある棟数）＋ 昭和５６年以前建築

で耐震性がある棟数（耐震補強済み含む））÷ 全棟数 

※ 学校区分内の表示棟数は，校舎等施設の全棟数 

課長報告（２） 
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２ 非構造部材の耐震点検・耐震対策の実施状況 

（１）屋内運動場等（※）における非構造部材の設置状況と耐震点検・耐震対策実施率 

 (※)屋内運動場・武道場・講堂・屋内プールで高さが６ｍ超の天井または水平投影面積２００㎡超の天井 

（平成２８年４月１日現在，棟単位） 

学 校 区 分 

吊り天井を有する棟数 吊り天井を有しない棟数 

設置数 設置率 対策済数 
点検・対策

実施率(A) 
棟数 対策済数 

点検・対策

実施率(B) 

小中 

学校 

宮城県 669棟 46棟 6.9% 23棟 50.0% 623棟 435棟 69.8% 

全 国 32845棟 2633棟 8.0% 979棟 37.2% 30212棟 19446棟 64.4% 

高等 

学校 

宮城県 190棟 46棟 24.2% 1棟 2.2% 144棟 144棟 100.0% 

全 国 8374棟 1018棟 12.2% 162棟 15.9% 7356棟 6156棟 83.7% 

特別

支援

学校 

宮城県 27棟 0棟 0.0% 0棟 － 27棟 27棟 100.0% 

全 国 1139棟 91棟 8.0% 42棟 46.2% 1048棟 883棟 84.3% 

幼稚

園 

宮城県 2棟 1棟 50.0% 1棟 100.0% 1棟 1棟 100.0% 

全 国 137棟 29棟 21.2% 13棟 44.8% 108棟 54棟 50.0% 

※ 耐震点検・耐震対策実施率 ＝ 耐震対策実施済み又は耐震点検の結果対策の必要がない棟数 

÷ 屋内運動場等全棟数 

▶点検・対策実施率（A）：吊り天井，照明，バスケットゴールの落下防止対策 

   ▶点検・対策実施率（B）：照明，バスケットゴールの落下防止対策 

※ 用語の説明  

構造体・・・・・建物本体 

非構造部材・・・天井材や外壁，照明器具，窓ガラス，家具など，構造体と区分した部材 

  屋内運動場等・・屋内運動場，武道場，講堂，屋内プール 

 

（２）（１）以外の耐震点検・耐震対策実施率（平成２８年４月１日現在，学校単位） 

 

  

学 校 区 分 

 校舎等（屋内運動場等を除く） 

平成 26 年 4 月 1 日 平成 27 年 4 月 1 日 平成 28 年 4 月 1 日 

小中学校 

５７８校 

県 平 均 ５０．３％ ６０．３％ ７２．７％ 

全国平均 ５８．６％ ６４．５％ ７１．１％ 

高等学校 

７７校 

県 平 均 ９８．８％ ９８．７％ ９８．７％ 

全国平均 ７０．４％ ８０．４％ ８２．６％ 

特別支援学校 

２１校 

県 平 均 １００．０％ １００．０％ １００．０％ 

全国平均 ７５．４％ ８２．７％ ８６．１％ 

幼稚園 

７９園 

県 平 均 ３９．１％ ５１．８％ ６９．６％ 

全国平均 ５３．４％ ６０．１％ ６７．０％ 

※耐震点検・耐震対策実施率 ＝ 耐震対策実施済み又は耐震点検の結果対策の必要がない棟数

÷ 全学校数 
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１　非木造施設

（１）市町村立小中学校施設

耐震化率１００％ 平成28年4月1日現在

左記のうち、
Is値0.3未満
の棟数

A=B+C B C=D+E D E=C-D F G H=E-F I=(D+F)/C K L=(B+D+K)/A

仙台市 1,098 611 487 487 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

石巻市 138 69 69 69 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

塩竈市 63 21 42 42 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

気仙沼市 85 50 35 34 1 1 0 100.0% 98.8% (98.8%) 0 98.8%

白石市 36 22 14 14 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

名取市 63 39 24 24 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

角田市 32 14 18 18 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

多賀城市 47 27 20 20 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

岩沼市 32 19 13 13 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

登米市 108 41 67 67 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

栗原市 54 33 21 21 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

東松島市 34 18 16 16 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

大崎市 133 81 52 52 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

蔵王町 10 2 8 8 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

七ヶ宿町 3 1 2 2 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

大河原町 15 6 9 9 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

村田町 11 8 3 3 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

柴田町 34 22 12 10 2 2 0 100.0% 94.1% (100.0%) 0 100.0%

川崎町 6 4 2 2 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

丸森町 18 8 10 10 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

亘理町 24 13 11 11 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

山元町 13 7 6 6 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

松島町 14 8 6 6 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

七ヶ浜町 14 9 5 5 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

利府町 35 30 5 5 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

大和町 29 18 11 11 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

大郷町 5 4 1 1 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

富谷町 32 25 7 7 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

大衡村 7 2 5 5 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

色麻町 4 2 2 2 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

加美町 40 25 15 15 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

涌谷町 18 3 15 14 1 1 0 0 100.0% 94.4% (90.5%) 1 100.0%

美里町 28 16 12 12 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

女川町 10 4 6 6 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

南三陸町 15 9 6 6 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

合計 2,308 1,271 1,037 1,033 4 4 0 0 100.0% 99.8% (99.8%) 1 99.9%

耐震改修状況（構造体）

28年度中
に耐震化
が見込ま
れる棟数

H28年度
末耐震化
率見込設置者名

J=(B+D)/A

耐震性がない
建物の中で、
第二次診断等
実施済棟数

第二次診断等
未実施棟数

耐震性がある
棟数
（補強済み含
む）

耐震性がない
棟数

Ｓ57年以降
建築の棟数

Ｓ56年以前
建築の棟数

全棟数
第二次診断等

実施率
耐震化率
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（２）県立・市立高等学校施設
耐震化率１００％ 平成28年4月1日現在

左記のうち、
Is値0.3未満
の棟数

A=B+C B C=D+E D E=C-D F G H=E-F I=(D+F)/C K L=(B+D+K)/A

仙台市 44 26 18 18 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

石巻市 5 3 2 2 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

宮城県 520 276 244 228 16 16 93.4% 96.9% (96.4%) 0 96.9%

合計 569 305 264 248 16 0 0 16 93.9% 97.2% (96.7%) 0 97.2%

※仙台市（中等教育学校１校含む）

（３）県立・市立特別支援学校施設
耐震化率１００％ 平成28年4月1日現在

左記のうち、
Is値0.3未満
の棟数

A=B+C B C=D+E D E=C-D F G H=E-F I=(D+F)/C K L=(B+D+K)/A

仙台市 8 5 3 3 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

宮城県 93 67 26 26 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

合計 101 72 29 29 0 0 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

（４）市町村立幼稚園施設
耐震化率１００％ 平成28年4月1日現在

左記のうち、
Is値0.3未満
の棟数

A=B+C B C=D+E D E=C-D F G H=E-F I=(D+F)/C K L=(B+D+K)/A

仙台市 1 1 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

石巻市 3 1 2 2 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

気仙沼市 2 2 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

白石市 2 2 2 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

名取市 1 1 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

登米市 14 10 4 4 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

栗原市 1 1 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

東松島市 1 1 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

大崎市 7 5 2 2 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

蔵王町 2 2 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

村田町 1 1 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

大郷町 1 1 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

富谷町 2 2 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

色麻町 2 1 1 1 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

加美町 2 2 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

涌谷町 2 2 2 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

美里町 3 3 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

合計 47 34 13 13 0 0 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

28年度中
に耐震化
が見込ま
れる棟数

耐震性がない
建物の中で、
第二次診断等
実施済棟数

第二次診断等
未実施棟数

設置者名
全棟数

第二次診断等
実施率

耐震化率

J=(B+D)/A

J=(B+D)/A

設置者名
全棟数

第二次診断等
実施率

耐震化率

H28年度
末耐震化
率見込

Ｓ57年以降
建築の棟数

Ｓ56年以前
建築の棟数

耐震性がある
棟数
（補強済み含
む）

耐震性がない
棟数

Ｓ57年以降
建築の棟数

Ｓ56年以前
建築の棟数

耐震性がある
棟数
（補強済み含
む）

耐震性がない
棟数

耐震性がない
建物の中で、
第二次診断等
実施済棟数

第二次診断等
未実施棟数

耐震性がある
棟数
（補強済み含
む）

耐震性がない
棟数

耐震性がない
建物の中で、
第二次診断等
実施済棟数

第二次診断等
未実施棟数

28年度中
に耐震化
が見込ま
れる棟数

H28年度
末耐震化
率見込

設置者名
全棟数

第二次診断等
実施率

耐震化率

28年度中
に耐震化
が見込ま
れる棟数

J=(B+D)/A

H28年度
末耐震化
率見込

Ｓ57年以降
建築の棟数

Ｓ56年以前
建築の棟数
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２　　木造施設

（１）市町村立小中学校施設

耐震化率１００％ 平成28年4月1日現在

左記のうち、
Iw値0.7未満
の棟数

A'=B'+C' B' C'=D'+E' D' E'=C'-D' F' G' H'=E'-F' I'=(D'+F')/C' K' L'=(B'+D'+K')/A'

仙台市 3 3 3 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

気仙沼市 3 2 1 1 1 0.0% 66.7% (66.7%) 0 66.7%

岩沼市 1 1 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

登米市 1 1 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

七ヶ浜町 1 1 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

加美町 1 1 1 0 0 100.0% 100.0% (100.0%) 0 100.0%

合計 10 5 5 4 1 0 0 1 80.0% 90.0% (90.0%) 0 90.0%

（２）幼稚園施設

耐震化率１００％ 平成28年4月1日現在

左記のうち、
Iw値0.7未満
の棟数

A'=B'+C' B' C'=D'+E' D' E'=C'-D' F' G' H'=E'-F' I'=(D'+F')/C' K' L'=(B'+D'+K')/A'

石巻市 2 2 0 0 100.0% (100.0%) 100.0%

気仙沼市 1 1 0 0 100.0% (100.0%) 100.0%

登米市 1 1 0 0 100.0% (100.0%) 100.0%

栗原市 5 5 0 0 100.0% (100.0%) 100.0%

大崎市 5 5 0 0 100.0% (100.0%) 100.0%

蔵王町 1 1 0 0 100.0% (100.0%) 100.0%

川崎町 2 2 0 0 100.0% (100.0%) 100.0%

加美町 6 6 0 0 100.0% (100.0%) 100.0%

涌谷町 2 2 0 0 100.0% (100.0%) 100.0%

合計 25 25 0 0 0 0 0 0 100.0% (100.0%) 0 100.0%

耐震性がない
建物の中で、
第二次診断等
実施済棟数
（※1）

第二次診断等
未実施棟数
（※2） 第二次診断等

実施率Ｓ57年以降
建築の棟数

Ｓ56年以前
建築の棟数

28年度中
に耐震化
が見込ま
れる棟数

H28年度末耐震化率見
込

全棟数
第二次診断等

実施率

耐震性がある
棟数
（補強済み含
む）

H28年度末耐震化率見
込Ｓ57年以降

建築の棟数

耐震性がない
棟数

耐震性がない
建物の中で、
第二次診断等
実施済棟数
（※1）

第二次診断等
未実施棟数
（※2） 耐震化率

28年度中
に耐震化
が見込ま
れる棟数

J'=(B'+D')/A'

設置者名

設置者名

全棟数

耐震性がある
棟数
（補強済み含
む） 耐震化率

J'=(B'+D')/A'

耐震性がない
棟数

Ｓ56年以前
建築の棟数
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１　屋内運動場等における吊り天井の設置状況及び点検・対策実施率（棟単位）

（１）小中学校施設 平成28年4月1日現在

うち、H27年度
に吊り天井を
撤去で対策し
た棟数

A=B+G B=E+F C=B/A D E F G=I+K H I J K

仙台市 258 5 1.9% 5 5 0 253 253 253 4

石巻市 52 15 28.8% 15 3 12 37 3 3 34

塩竈市 13 1 7.7% 1 1 12 12 12

気仙沼市 29 0 0.0% 29 29 29

白石市 16 1 6.3% 1 1 15 15 15

名取市 0 0 0.0% 0

角田市 14 0 0.0% 14 14

多賀城市 14 2 14.3% 2 2 12 12

岩沼市 2 1 50.0% 1 1 1 1 1 1

登米市 35 0 0.0% 35 35 35

栗原市 23 1 4.3% 1 1 22 22 22 1

東松島市 13 9 69.2% 4 4 5 4 4

大崎市 50 3 6.0% 3 3 47 47 10 2 37

蔵王町 8 0 0.0% 8 8

七ヶ宿町 1 0 0.0% 1 1

大河原町 5 0 0.0% 5 5 4 1

村田町 6 0 0.0% 6 6 6

柴田町 12 0 0.0% 12 2 2 2 10

川崎町 0 0 0.0% 0

丸森町 9 0 0.0% 9 9 9

亘理町 10 0 0.0% 10 10 10

山元町 5 0 0.0% 5 5 5

松島町 4 0 0.0% 4 4 4

七ヶ浜町 7 0 0.0% 7 7 7

利府町 9 0 0.0% 9 9 9 2

大和町 10 1 10.0% 1 1 9 9 7 2

大郷町 2 0 0.0% 2 2 2

富谷町 13 0 0.0% 13 13 13

大衡村 2 0 0.0% 2 1 1 1 1

色麻町 2 1 50.0% 1 1 1 1 1

加美町 15 3 20.0% 3 1 2 12 12 12

涌谷町 8 0 0.0% 8 8 8 1

美里町 11 0 0.0% 11 11 11 4

女川町 2 0 0.0% 2 2

南三陸町 9 3 33.3% 2 2 1 6 6

合計 669 46 6.9% 40 23 23 623 531 435 18 188

対策未実施の
棟数
（一部未実施
含む）

非構造部材の耐震点検・耐震対策状況調査結果

屋内運動場等(屋体・武道場・講堂・屋内プール）で下記のいずれかに該当するものの落下防止対策（※）

※高さが６ｍを超える天井または、.水平投影面積が200㎡を超える天井

（棟単位）

※2　「照明・バスケットゴールの全ての落下防止対策実施済」とは、照明器具・バスケットゴールの全てに対して、補強・再設置などの
対策を実施済の棟数又は耐震点検の結果、すでに対策が実施されていた棟数

※1　「落下防止対策実施済み」とは、吊り天井・照明器具・バスケットゴールの全てに対して、補強・再設置などの対策（吊り天井につ
いては、国土交通省が平成２５年８月に公布された技術基準を満たす対策。撤去を除く。）を実施した又は耐震点検の結果、すでに対策
が実施されていた棟数。

総点検を実施
した棟数

対策未実施の
棟数
（一部未実施
含む）

総点検を実施
した棟数

照明・バスケッ
トゴールの全
ての落下防止
対策実施済み
棟数
(※2)

吊り天井を有
していない棟
数（H27年度に
吊り天井を撤
去した棟数を
含む）

吊り天井・照
明・バスケット
ゴールの全て
の落下防止対
策実施済み棟
数
(※1)

設置者名
屋内運動場等
の全棟数 （割合）

吊り天井を有
する棟数
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１　屋内運動場等における吊り天井の設置状況等

（２）高等学校施設 平成28年4月1日現在

うち、H27年度
に吊り天井を
撤去で対策し
た棟数

A=B+G B=E+F C=B/A D E F G=I+K H I J K

仙台市 15 2 13.3% 2 2 13 13 13

石巻市 2 1 50.0% 1 1 1 1 1

宮城県 173 43 24.9% 43 43 130 130 130 2

合計 190 46 24.2% 46 1 45 144 144 144 2 0

（３）特別支援学校施設 平成28年4月1日現在

うち、H27年度
に吊り天井を
撤去で対策し
た棟数

A=B+G B=E+F C=B/A D E F G=I+K H I J K

仙台市 0 0 0

宮城県 27 0 0.0% 27 27 27 1

合計 27 0 0.0% 0 0 0 27 27 27 1 0

（４）幼稚園施設 平成28年4月1日現在

うち、H27年度
に吊り天井を
撤去で対策し
た棟数

A=B+G B=E+F C=B/A D E F G=I+K H I J K

登米市 1 0 0.0% 1 1 1

色麻町 1 1 100.0% 1 1 0

合計 2 1 50.0% 1 1 0 1 1 1 0 0

対策未実施の
棟数
（一部未実施
含む）

設置者名

屋内運動場等(屋体・武道場・講堂・屋内プール）で下記のいずれかに該当するものの落下防止対策（※）

※高さが６ｍを超える天井または、.水平投影面積が200㎡を超える天井

（棟単位）

設置者名

屋内運動場等(屋体・武道場・講堂・屋内プール）で下記のいずれかに該当するものの落下防止対策（※）

※高さが６ｍを超える天井または、.水平投影面積が200㎡を超える天井

（棟単位）

屋内運動場等
の全棟数

吊り天井を有
する棟数

吊り天井を有
していない棟
数（H27年度に
吊り天井を撤
去した棟数を
含む）

（割合）

総点検を実施
した棟数

総点検を実施
した棟数

照明・バスケッ
トゴールの全
ての落下防止
対策実施済み
棟数

吊り天井・照
明・バスケット
ゴールの全て
の落下防止対
策実施済み棟
数

対策未実施の
棟数
（一部未実施
含む）

総点検を実施
した棟数

照明・バスケッ
トゴールの全
ての落下防止
対策実施済み
棟数

対策未実施の
棟数
（一部未実施
含む）

設置者名

屋内運動場等(屋体・武道場・講堂・屋内プール）で下記のいずれかに該当するものの落下防止対策（※）

※高さが６ｍを超える天井または、.水平投影面積が200㎡を超える天井

（棟単位）

屋内運動場等
の全棟数

吊り天井を有
する棟数

吊り天井を有
していない棟
数（H27年度に
吊り天井を撤
去した棟数を
含む）（割合）

総点検を実施
した棟数

吊り天井・照
明・バスケット
ゴールの全て
の落下防止対
策実施済み棟
数

対策未実施の
棟数
（一部未実施
含む）

総点検を実施
した棟数

照明・バスケッ
トゴールの全
ての落下防止
対策実施済み
棟数

対策未実施の
棟数
（一部未実施
含む）屋内運動場等

の全棟数

吊り天井を有
する棟数

吊り天井を有
していない棟
数（H27年度に
吊り天井を撤
去した棟数を
含む）

（割合）

総点検を実施
した棟数

吊り天井・照
明・バスケット
ゴールの全て
の落下防止対
策実施済み棟
数

対策未実施の
棟数
（一部未実施
含む）
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２　１以外の非構造部材の点検・対策実施率（学校単位）

（１）小中学校施設 平成28年4月1日現在

うち、学校設置者
による点検実施校

A B C E

仙台市 191 191 191 100.0% (100.0%) 191 100.0% (100.0%)

石巻市 47 0.0% (0.0%) 0.0% (0.0%)

塩竈市 12 12 12 100.0% (100.0%) 12 100.0% (100.0%)

気仙沼市 29 29 29 100.0% (100.0%) 0.0% (0.0%)

白石市 16 16 16 100.0% (100.0%) 0.0% (0.0%)

名取市 15 15 15 100.0% (100.0%) 0.0% (0.0%)

角田市 11 11 100.0% (0.0%) 0.0% (0.0%)

多賀城市 10 10 10 100.0% (100.0%) 10 100.0% (100.0%)

岩沼市 7 7 100.0% (100.0%) 0.0% (0.0%)

登米市 31 31 100.0% (100.0%) 31 100.0% (0.0%)

栗原市 21 21 21 100.0% (100.0%) 21 100.0% (100.0%)

東松島市 11 11 11 100.0% (100.0%) 11 100.0% (100.0%)

大崎市 40 40 40 100.0% (0.0%) 40 100.0% (0.0%)

蔵王町 8 0.0% (0.0%) 0.0% (0.0%)

七ヶ宿町 2 2 100.0% (100.0%) 2 100.0% (100.0%)

大河原町 5 5 4 100.0% (100.0%) 4 80.0% (20.0%)

村田町 4 4 4 100.0% (100.0%) 4 100.0% (100.0%)

柴田町 9 9 9 100.0% (100.0%) 0.0% (0.0%)

川崎町 6 6 6 100.0% (100.0%) 6 100.0% (100.0%)

丸森町 9 0.0% (0.0%) 0.0% (0.0%)

亘理町 10 10 10 100.0% (100.0%) 10 100.0% (0.0%)

山元町 5 5 100.0% (100.0%) 5 100.0% (60.0%)

松島町 4 4 4 100.0% (100.0%) 4 100.0% (100.0%)

七ヶ浜町 5 5 5 100.0% (100.0%) 5 100.0% (80.0%)

利府町 9 9 9 100.0% (0.0%) 9 100.0% (0.0%)

大和町 8 8 100.0% (0.0%) 8 100.0% (0.0%)

大郷町 2 0.0% (0.0%) 0.0% (0.0%)

富谷町 13 13 13 100.0% (100.0%) 13 100.0% (100.0%)

大衡村 2 0.0% (0.0%) 0.0% (0.0%)

色麻町 2 2 2 100.0% (0.0%) 2 100.0% (0.0%)

加美町 12 12 12 100.0% (0.0%) 12 100.0% (0.0%)

涌谷町 4 4 4 100.0% (100.0%) 4 100.0% (100.0%)

美里町 9 9 9 100.0% (100.0%) 9 100.0% (100.0%)

女川町 2 0.0% (0.0%) 0.0% (0.0%)

南三陸町 7 7 100.0% (100.0%) 7 100.0% (0.0%)

合計 578 508 436 87.9% 420 72.7% (50.3%)

耐震点検
実施校

耐震対策実施済み又は耐
震点検の結果、すでに対策
が実施されていた学校数

設置者名

１以外の非構造部材の耐震対策（学校単位）
※１の調査対象を除いた全ての非構造部材のうち、「人に重大な被害を与える恐れがある」と学校設置者が判断する箇

所が調査対象。

全学校数

耐震点検状況

耐震点検
実施率

D=B/A

耐震対策状況

耐震対策
実施率

F=E/A

※1　「落下防止対策実施済み」とは、吊り天井・照明器具・バスケットゴールの全てに対して、補強・再設置などの対策（吊り天
井については、国土交通省が平成２５年８月に公布された技術基準を満たす対策。撤去を除く。）を実施した又は耐震点検の結
果、すでに対策が実施されていた棟数。

※2　「照明・バスケットゴールの全ての落下防止対策実施済」とは、照明器具・バスケットゴールの全てに対して、補強・再設置
などの対策を実施済の棟数又は耐震点検の結果、すでに対策が実施されていた棟数
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（２）高等学校施設 平成28年4月1日現在

うち、学校設置者
による点検実施校

A B C E

仙台市 5 5 5 100.0% (100.0%) 5 100.0% (100.0%)

石巻市 1 0.0% (0.0%) 0.0% (0.0%)

宮城県 71 71 71 100.0% (100.0%) 71 100.0% (100.0%)

合計 77 76 76 98.7% (98.8%) 76 98.7% (98.8%)

（３）特別支援学校施設 平成28年4月1日現在

うち、学校設置者
による点検実施校

A B C E

仙台市 1 1 1 100.0% 100.0% 1 100.0% 100.0%

宮城県 20 20 20 100.0% 100.0% 20 100.0% 100.0%

合計 21 21 21 100.0% 100.0% 21 100.0% 100.0%

（４）幼稚園施設 平成28年4月1日現在

うち、学校設置者
による点検実施校

A B C E

仙台市 1 1 1 100.0% (100.0%) 1 100.0% (100.0%)

石巻市 5 0.0% (0.0%) 0.0% (0.0%)

気仙沼市 6 6 100.0% (100.0%) 0.0% (0.0%)

白石市 2 2 2 100.0% (100.0%) 2 100.0% (100.0%)

名取市 2 2 2 100.0% (100.0%) 0.0% (0.0%)

角田市 2 2 100.0% (100.0%) 0.0% (0.0%)

登米市 14 14 14 100.0% (100.0%) 14 100.0% (100.0%)

栗原市 9 9 9 100.0% (100.0%) 9 100.0% (100.0%)

東松島市 1 1 1 100.0% (100.0%) 1 100.0% (100.0%)

大崎市 12 12 12 100.0% (0.0%) 12 100.0% (0.0%)

蔵王町 3 0.0% (0.0%) 0.0% (0.0%)

村田町 1 1 1 100.0% (100.0%) 1 100.0% (100.0%)

柴田町 1 1 1 100.0% (100.0%) 0.0% (0.0%)

川崎町 2 2 2 100.0% (100.0%) 2 100.0% (100.0%)

松島町 3 3 3 100.0% (100.0%) 3 100.0% (100.0%)

大郷町 1 0.0% (0.0%) 0.0% (0.0%)

富谷町 2 2 2 100.0% (100.0%) 2 100.0% (100.0%)

色麻町 1 1 1 100.0% (100.0%) 1 100.0% (100.0%)

加美町 4 0.0% (0.0%) 0.0% (0.0%)

涌谷町 4 4 4 100.0% (100.0%) 4 100.0% (80.0%)

美里町 3 3 3 100.0% (100.0%) 3 100.0% (100.0%)

合計 79 66 58 83.5% (68.7%) 55 69.6% (51.8%)

設置者名

全学校数 耐震点検
実施校

耐震対策実施済み又は耐
震点検の結果、すでに対策
が実施されていた学校数

設置者名
全学校数 耐震点検

実施校
耐震対策実施済み又は耐
震点検の結果、すでに対策
が実施されていた学校数

１以外の非構造部材の耐震対策（学校単位）
※１の調査対象を除いた全ての非構造部材のうち、「人に重大な被害を与える恐れがある」と学校設置者が判断する箇所が

調査対象。

設置者名

全学校数 耐震点検
実施校

耐震対策実施済み又は耐
震点検の結果、すでに対策
が実施されていた学校数

１以外の非構造部材の耐震対策（学校単位）
※１の調査対象を除いた全ての非構造部材のうち、「人に重大な被害を与える恐れがある」と学校設置者が判断する箇所が

調査対象。

耐震点検状況 耐震対策状況

耐震点検
実施率

D=B/A

耐震対策
実施率

F=E/A

１以外の非構造部材の耐震対策（学校単位）
※１の調査対象を除いた全ての非構造部材のうち、「人に重大な被害を与える恐れがある」と学校設置者が判断する箇所が

調査対象。

耐震点検状況 耐震対策状況

耐震点検
実施率

耐震対策
実施率

D=B/A F=E/A

D=B/A F=E/A

耐震点検状況 耐震対策状況

耐震点検
実施率

耐震対策
実施率
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みやぎ総文２０１７・南東北インターハイ 

開催３００日前ＰＲイベントの開催について 

 

１ 目  的  平成２９年に本県で開催される「第４１回全国高等学校総合文化

祭（みやぎ総文２０１７）」及び「平成２９年度全国高等学校総

合体育大会（南東北インターハイ）」の開催及びその概要につい

て，広く県民に周知を図り，本大会会場に足を運んでもらえるよ

う広報活動を行う。 

２ 主  催  第４１回全国高等学校総合文化祭宮城県実行委員会 

平成２９年度全国高等学校総合体育大会宮城県実行委員会 

３ 開 催 日   平成２８年９月１１日（日） 午前１０時から 

４  会  場  アリオ仙台泉（仙台市泉区泉中央１－５－１） 

５  内   容 

（１） ステージイベント ＜会場:１階センターコート / 時間:12:00～15:00＞ 

① 開会行事（12:00～） 

  ② 高校生の芸術文化・スポーツ活動発表（12:20～） 

発表団体 内     容 

泉高等学校 書道部 
音楽に合わせて展開される，躍動感ある書
道パフォーマンスを披露します。 

東北高等学校 音楽部 
どの世代にも楽しんでもらえるよう選曲を
工夫し，息の合った演奏を披露します。 

仙台白百合学園高等学校他 
（かるた部門） 

映画などで注目されている競技かるたの世
界を，実演や解説を通して楽しんでいただ
きます。 

東北高等学校 少林寺拳法部 
宮城県開催競技である少林寺拳法。高校生
拳士が見事な演武を披露します。 

  ③ 特別ゲスト（13:55頃出演） 

  ロンドン五輪 フェンシング団体銀メダリスト 千田健太 氏    

       ※ インターハイ出場時の思い出などをお話しいただきます。 

（２） 主催生徒委員によるＰＲ活動 ＜会場:１階通路ほか / 時間: 10:00から随時＞ 

① みやぎ総文２０１７大会マスコットキャラクター むすび丸も参加し

て両大会のチラシ，ポケットティッシュ等を配布し両大会をＰＲ。 

② 短冊に夢や願い事を書くブースを設置。（創造の短冊プロジェクト） 

（３） 高校生制作芸術作品等の展示 ＜会場:４階通路 / 時間:10:00～16:00＞ 

（４） 全国高等学校総合文化祭・全国高等学校総合体育大会（インターハイ）紹介

パネル等の展示 

課長報告（３） 
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宮城県教育庁 全国高校総合文化祭推進室    ０２２－２１１－３８７８ 

宮城県教育庁 全 国 高 校 総 体 推 進 室    ０２２－２１１－３６０４ 

 

 

【 】 

      （１２時２０分から） 
・吹奏楽演奏 
・書道パフォーマンス 
・小倉百人一首かるた実演 
・少林寺拳法実演 
・みやぎ総文２０１７ 
大会イメージソング披露 

【 】 

（１３時２５分頃）

みやぎ総文２０１７大会マスコット 

   キャラクターむすび丸出陣！ 

 

 

 

 
インターハイの思い出など

をお話しいただきます。 

     
 
 

【問合せ先】  

 

 
 

 
 

みやぎ総文２０１７ 
大会マスコットキャラクター「むすび丸」 

作 品 展 示 ステージ内容 競 技 紹 介 

 ４Ｆ通路１０時～１６時

１Ｆセンターコート 
 １２時～１５時

１Ｆセンターコート 
 １０時～１６時

【 】
 

皆さんに書いていただいた短冊が七夕飾り
になって，来年のみやぎ総文２０１７総合開会

 式会場を飾ります！

インターハイ 
マスコットキャラクター「ウイニンくん」 

【 】
       ロンドン五輪フェンシング団体 

             銀メダリスト 

          （１３時５５分頃） 
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を
行
っ
た
。

 
 
 
【
概
 
要
】
 

 
 
 
期
 
日
 
平
成
２
８
年
７
月
１
３
日
（
水
）
 

 
 
 
場
 
所
 
多
賀
城
高
等
学
校
 
 

参
加
者
 
災
害
科
学
科
１
年
生

 
３
７
名
 

 
 
 
授
 
業
 
「
東
日
本
大
震
災
及
び
新
潟
中
越
地
震
の
復
旧
・
復
興
か
ら
考
え
る
今
後
の
防
災
・
減
災
の
在
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

り
方
に
つ
い
て
」
 
講
師
：
長
島
忠
美
 復
興
副
大
臣
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
情
報
交
換
会
参
加
者
 

（
産
）
株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ア
代
表
取
締
役

 島
田
 昌
幸
 氏

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
般
社
団
法
人
み
や
ぎ
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
 
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 石
塚
 直
樹
氏
 
 
 
 
 

（
学
）
東
北
大
学
災
害
科
学
科
国
際
研
究
所
所
長
 今
村
 文
彦
 氏

 

（
官
）
宮
城
県
教
育
庁
鈴
木
教
育
監
  

多
賀
城
市
市
長
公
室
長
兼
震
災
復
興
推
進
局
長
 鈴
木
 学

 氏
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 

 

     ２
 

○
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

 
陸
上
男
子
１
万
メ
ー
ト
ル
等
に
村
山
紘
太
選
手
（
仙
台
市
出
身
）

 

が
出
場

 

陸
上
男
子
１
万
メ
ー
ト
ル
・
５
千
メ
ー
ト
ル
で
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表

 

に
決
定
し
た
村
山
紘
太
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
７
月
１
９
日
（
火
）
に
県
を
表

 

敬
訪
問
し
た
。
 

【
大
会
概
要
】
 

 
 

  
大
会
名
 
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 

 
  

 
開
催
日
 
平
成
２
８
年
８
月
５
日
（
金
）
～
２
１
日
（
日
）
※
現
地
時
間
 

 
 

  
種
 
目
 
陸
上
男
子
１
万
メ
ー
ト
ル
・
５
千
メ
ー
ト
ル
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資
料
配
付
（
１
）
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３
 

         

○
「
東
松
島
市
防
災
キ
ャ
ン
プ
」
及
び
「
多
賀
城
市
防
災
キ
ャ
ン
プ
」
（
宮
城
県
防
災
キ
ャ
ン
プ
推
進
事
業
）
を
実
施

 

 
 
防
災
教
育
の
視
点
に
立
っ
た
青
少
年
の
体
験
活
動
を
推
進
す
る
た
め
，
避
難
生
活
体
験
型
の
防
災

 

キ
ャ
ン
プ
（
宮
城
県
防
災
キ
ャ
ン
プ
推
進
事
業
）
を
実
施
し
た
。
地
域
探
検
な
ど
地
域
の
環
境
を
知

 

る
た
め
の
活
動
や
野
外
調
理
を
は
じ
め
避
難
生
活
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
，
災
害
時
に
必
要

 

な
知
識
や
技
術
，
行
動
を
体
験
的
に
学
ん
だ
。
事
業
５
年
目
と
な
る
今
年
度
は
，
大
崎
市
，
多
賀
城

 

市
，
東
松
島
市
の
３
市
で
実
施
予
定
。

 

【
概

 
要
】

 

名
 
称
 
東
松
島
市
防
災
キ
ャ
ン
プ

 

 
 
日
 
程
 
平
成
２
８
年
７
月
１
６
日
（
土
）・
１
８
日
（
月
・
祝
）

 

 
 
場
 
所
 
国
立
花
山
青
少
年
自
然
の
家

 

 
 
内
 
容
 
防
災
キ
ャ
ン
プ
①
 
７
月
１
６
日
（
土
）

 

 
 
 
 
 
 
防
災
キ
ャ
ン
プ
②
 
７
月
１
８
日
（
月
・
祝
）

 

 
 
 
 
 
 
 
東
松
島
市
内
小
学
校
８
校
の
５
・
６
年
生
対
象
の
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
中
で
防
災
学
習
を
実
施
。

 

 
 
 
 
 
 
 
防
災
キ
ャ
ン
プ
①
は
，
松
島
自
然
の
家
の
職
員
を
講
師
に
「
ひ
ね
り
パ
ン
」
づ
く
り
や
火
お
こ
し
を

 

 
 
 
 
 
 
体
験
。
防
災
キ
ャ
ン
プ
②
は
，
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
の
佐
藤
翔
輔
氏
を
講
師
に
「
ぼ
う
さ

 

い
家
族
会
議
」「
災
害
を
生
き
ぬ
く
力
お
試
し
ゲ
ー
ム
」
等
を
実
施
。

 

 
 
主
な
参
加
者
 
東
松
島
市
内
８
校
か
ら
希
望
の
５
・
６
年
生
 
７
０
名

 

 
 
 
 
 
 
 
 
東
松
島
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

 
 
 
 
 
２
５
名

 

 
 
 
 
 
 
 
 
東
松
島
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
役
員
ほ
か
 
２
０
名
 
計
１
１
５
名

 

  
 
名
 
称
 
多
賀
城
市
防
災
キ
ャ
ン
プ

 

 
 
日
 
程
 
平
成
２
８
年
８
月
５
日
（
金
）・
６
日
（
土
）

 

 
 
場
 
所
 
多
賀
城
市
大
代
公
民
館

 

 
 
内
 
容
 
多
賀
城
市
大
代
公
民
館
を
中
心
に
多
賀
城
東
小
学
校
，
多
賀
城
高
校
，
大
代
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
や
 

大
代
地
区
の
住
民
，
陸
上
自
衛
隊
と
連
携
し
た
防
災
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。
避
難
所
と
し
て
地
域
の
 

中
心
と
な
る
公
民
館
が
主
体
と
な
り
，
防
災
グ
ッ
ズ
や
防
災
資
材
の
組
み
立
て
を
体
験
。
ま
た
，
 

多
賀
城
高
校
災
害
科
の
生
徒
が
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
で
，
小
学
生
と
高
 

校
生
と
の
交
流
を
深
め
た
。
 

２
日
目
は
防
災
キ
ャ
ン
プ
で
の
体
験
を
今
後
の
活
動
に
活
か
す
た
め
に
，
多
賀
城
市
在
住
の
ア
ー
 

テ
ィ
ス
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
佐
藤
直
樹
氏
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
記
念
の
壁
画
を
作
成
。
 

主
な
参
加
者
  
多
賀
城
東
小
学
校
４
～
６
年
生
，
多
賀
城
高
等
学
校
，
大
代
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
，
大
代
地
区
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
，
大
代
地
区
防
災
対
策
協
議
会

 
 
計
 約
６
０
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（
担
当
：
生
涯
学
習
課
）
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４
 

○
「
宮
城
北
部
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
」
が
第
４
４
回
日
本
選
手
権
大
会
等
に
出
場
 

第
４
４
回
日
本
選
手
権
大
会
及
び
第
１
０
回
全
日
本
中
学
野
球
選
手
権
大
会
に
東
北
地
区
代
表

 

と
し
て
出
場
す
る
「
宮
城
北
部
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
」
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
，

 

７
月
２
２
日
（
金
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
４
４
回
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
日
本
選
手
権
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
７
月
３
１
日
（
日
）
～
８
月
４
日
（
木
）

 

開
催
地
 
東
京
都

 

結
 
果
 
第
４
位
 

 

大
会
名
 
第
１
０
回
全
日
本
中
学
野
球
選
手
権
大
会
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
カ
ッ
プ

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
８
月
１
９
日
（
金
）
～
８
月
２
３
日
（
火
）

 

開
催
地
 
東
京
都
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

    

５
 

○
「
宮
城
デ
イ
ジ
ー
ズ
」
が
第
１
回
全
日
本
中
学
女
子
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
 

第
１
回
全
日
本
中
学
女
子
軟
式
野
球
大
会
に
宮
城
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
「
宮
城
デ
イ
ジ
ー
ズ
」

 

の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
，
７
月
２
６
日
（
火
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
１
回
全
日
本
中
学
女
子
軟
式
野
球
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
７
月
２
９
日
（
金
）
～
８
月
１
日
（
月
）

 

開
催
地
 
京
都
府

 

結
 
果
 
一
回
戦
敗
退
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

    ６
 

○
「
仙
台
東
リ
ト
ル
リ
ー
グ
（
メ
ジ
ャ
ー
チ
ー
ム
）」

が
Ｊ
Ａ
共
済
杯
第
５
０
回
全
日
本
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
 

Ｊ
Ａ
共
済
杯
第
５
０
回
全
日
本
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
選
手
権
大
会
に
東
北
第
一
代
表
と
し
て
出
場

 

す
る
「
仙
台
東
リ
ト
ル
リ
ー
グ
（
メ
ジ
ャ
ー
チ
ー
ム
）」

の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め

 

７
月
２
７
日
（
水
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
Ｊ
Ａ
共
済
杯
第
５
０
回
全
日
本
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
選
手
権
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
７
月
２
９
日
（
金
）
～
７
月
３
１
日
（
日
）

 

開
催
地
 
長
野
県
上
田
市

 

結
 
果
 
準
優
勝
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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７
 

    

○
「
宮
城
ド
リ
ー
ム
ガ
ー
ル
ズ
」
が
第
１
４
回
全
日
本
女
子
軟
式
野
球
学
生
選
手
権
大
会
（
中
学
生
の
部
）
に
出
場
 

第
１
４
回
全
日
本
女
子
軟
式
野
球
学
生
選
手
権
大
会
（
中
学
生
の
部
）
に
出
場
す
る
「
宮
城

 

ド
リ
ー
ム
ガ
ー
ル
ズ
」
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
７
月
２
８
日
（
木
）
に
県

 

を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
１
４
回
全
日
本
女
子
軟
式
野
球
学
生
選
手
権
大
会
（
中
学
生
の
部
）

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
８
月
６
日
（
土
）
～
８
月
８
日
（
月
）

 

開
催
地
 
東
京
都

 

結
 
果
 
一
回
戦
敗
退
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

     

８
 

    

○
「
東
北
高
等
学
校
硬
式
野
球
部
」
が
第
９
８
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
 

第
９
８
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
「
東
北
高
等
学
校
硬
式
野
球
部
」
の

 

選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
７
月
２
９
日
（
金
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
９
８
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
８
月
７
日
（
日
）
か
ら
１
５
日
間

 

会
 
場
 
阪
神
甲
子
園
球
場

 

出
場
校
 
４
９
校
 

 

結
 
果
 
一
回
戦
敗
退

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

    

９
 

○
「
大
崎
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
」
が
高
円
宮
賜
杯
第
３
６
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
 

高
円
宮
賜
杯
第
３
６
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
に
宮
城
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る

 

「
大
崎
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
」
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
７
月
２
９

 

日
（
金
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
高
円
宮
賜
杯
第
３
６
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
８
月
７
日
（
日
）
～
８
月
１
３
日
（
土
）

 

開
催
地
 
東
京
都

 

結
 
果
 
一
回
戦
敗
退
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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     １
０

 

  

○
「
宮
城
仙
北
ボ
ー
イ
ズ
」
が
第
４
７
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
 

第
４
７
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会
に
東
北
第
二
代
表
と
し
て
出
場
す
る
「
宮
城
仙
北
ボ
ー
イ
ズ
」

 

の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
８
月
１
日
（
月
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 
第
４
７
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
８
月
９
日
（
火
）
～
８
月
１
３
日
（
土
）

 

開
催
地
 
大
阪
府
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

      １
１

 

○
中
野
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
（
仙
台
市
）
等
が
第
３
６
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
に
出
場

 

第
３
６
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
に
出
場
す
る
中
野
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ

 

（
仙
台
市
・
男
子
），
迫
愛
会
ジ
ュ
ニ
ア
（
登
米
市
・
女
子
）
及
び
住
吉
台
ミ
ラ
ク
ル

 

レ
モ
ン
ズ
（
仙
台
市
・
混
合
）
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
８
月
１
日

 

（
月
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

 
 
【
大
会
概
要
】
 

 
 
 
 
大
会
名
 
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ

 
第
３
６
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
全
国
大
会
 

 
 
 
 
開
催
日
 
平
成
２
８
年
８
月
９
日
（
火
）
～
１
２
日
（
金
）
 

 
 
 
 
会
 
場
 
東
京
体
育
館
 
ほ
か
 
 
 
 
 

  

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

    １
２

 

 

○
「
仙
台
広
瀬
リ
ー
グ
・
荒
町
タ
イ
ガ
ー
ス
」
（
仙
台
市
）
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ

 Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
６
リ
ト
ル
リ
ー
グ
全
国
大
会
に
出
場

 

Ｍ
Ｌ
Ｂ

 
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
６
リ
ト
ル
リ
ー
グ
全
国
大
会
に
宮
城
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る

 

「
仙
台
広
瀬
リ
ー
グ
・
荒
町
タ
イ
ガ
ー
ス
」
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め

 

８
月
２
日
（
火
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 

A
IG
プ
レ
ゼ
ン
ツ

 
M

L
B

 C
U

P
2

0
1

6
 
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
５
年
・
４
年
生
全
国
大
会

in
石
巻

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
８
月
５
日
（
金
）
～
８
月
７
日
（
日
）

 

開
催
地
 
石
巻
市

 

結
 
果
 
２
回
戦
敗
退
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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１
３

 

  

○
「
仙
台
広
瀬
リ
ー
グ
・
荒
町
タ
イ
ガ
ー
ス
」（

仙
台
市
）
が
第
１
９
回
全
国
小
学
生
（
３
・
４
年
生
）
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
出
場

 

 
 
第
１
９
回
全
国
小
学
生
（
３
・
４
年
生
）
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る

 

仙
台
広
瀬
リ
ー
グ
・
荒
町
タ
イ
ガ
ー
ス
（
仙
台
市
）
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報

 

告
の
た
め
８
月
４
日
（
木
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】
 

 
 
 
 
大
会
名
 
文
部
科
学
大
臣
杯
争
奪

 
第
１
９
回
全
国
小
学
生
（
３
・
４
年
生
）
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
 

 
 
 
 
開
催
日
 
平
成
２
８
年
８
月
１
８
日
（
木
）
 

 
 
 
 
会
 
場
 
埼
玉
県
所
沢
市
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

    １
４

 

○
「
仙
台
東
リ
ト
ル
リ
ー
グ
」
が
Ｍ
Ｌ
Ｂ

 Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
６
リ
ト
ル
リ
ー
グ
全
国
大
会
に
出
場
 

Ｍ
Ｌ
Ｂ

 
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
６
リ
ト
ル
リ
ー
グ
全
国
大
会
に
東
北
連
盟
第
一
代
表
と
し
て
出
場
す
る

 

「
仙
台
東
リ
ト
ル
リ
ー
グ
（
マ
イ
ナ
ー
チ
ー
ム
）」
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め

 

８
月
４
日
（
木
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 

A
IG
プ
レ
ゼ
ン
ツ

 
M

L
B

 C
U

P
2

0
1

6
 
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
５
年
・
４
年
生
全
国
大
会

in
石
巻

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
８
月
５
日
（
金
）
～
８
月
７
日
（
日
）

 

開
催
地
 
石
巻
市

 

結
 
果
 
準
優
勝
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

    

１
５

 

○
「
宮
城
野
リ
ー
グ
」
が
Ｊ
Ａ
共
済
杯
２
０
１
６
全
国
選
抜
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
大
会
に
出
場

 
 

Ｊ
Ａ
共
済
杯
２
０
１
６
全
国
選
抜
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
大
会
に
東
北
連
盟
第
一
代
表
と
し
て
出
場
す
る

 

「
宮
城
野
リ
ー
グ
」
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
８
月
９
日
（
火
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
大
会
概
要
】

 

大
会
名
 

J
A
共
済
杯

2
0

1
6
全
国
選
抜
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
大
会

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
８
月
１
９
日
（
金
）
～
８
月
２
１
日
（
日
）

 

開
催
地
 
京
都
市
ほ
か

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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       １
６

 

     

○
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
作
成
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
動
画
集
が
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

 

 
 
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
専
門
研
究
で
作
成
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
動
画
集
「
＋
（
プ
ラ
ス
）
タ
ブ
レ
」

 

 
が
「
第
３
２
回
学
習
デ
ジ
タ
ル
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
，
最
高
賞
と
な
る
「
文
部
科
学
大

 
臣
賞
」
を
受
賞
し
た
。
 

 
 【

概
 
要
】
 

 
 
 
研
究
主
題
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上
を
目
指
す
研
修
の
推
進
 

 
 
 
 
 
 
 
 
－
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
動
画
集
の
作
成
と
研
修
の
提
案
を
通
し
て
－
 

 
 
 
研
究
概
要
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
は
，
児
童
生
徒
の
学
習
内
容
の
理
解
を
深
め
る
上
で
，
全
て
の
教
員
に
 

求
め
ら
れ
て
い
る
能
力
と
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
は
，
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
動
画
集
 

「
＋
（
プ
ラ
ス
）
タ
ブ
レ
」
の
作
成
と
，
「
＋
（
プ
ラ
ス
）
タ
ブ
レ
」
を
用
い
た
研
修
の
提
 

案
を
通
し
て
，
本
県
教
員
が
今
ま
で
培
っ
て
き
た
授
業
ス
タ
イ
ル
に
加
え
，
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
 

末
を
活
用
し
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
研
修
を
推
進
す
る
こ
と
で
，
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
 

上
を
目
指
す
も
の
。
 

「
撮
っ
て
」
「
映
し
て
」
「
書
き
込
む
」
を
授
業
ス
タ
イ
ル
に
プ
ラ
ス
！
 

 
 
 
受
 
 
賞
 
第
３
２
回
学
習
デ
ジ
タ
ル
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
「
文
部
科
学
大
臣
賞
」

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
表
彰
日
：
平
成
２
８
年
７
月
２
５
日
（
月
）
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
（
担
当
：
教
職
員
課
）

 

       １
７

 

       

○
「
ル
ル
ブ
ル
ロ
ッ
ク
ン
ロ
～
ル
♪
教
室
」
を
開
催
（
新
規
事
業
）

 
 

 
基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
促
進
を
目
的
と
し
た
ル
ル
ブ
ル
運
動
の
取
組
の
一
環
と
し
て
，

 

 
今
年
度
新
た
に
県
内
の
保
育
所
，
幼
稚
園
，
小
学
校
等
の
４
０
ヶ
所
で
「
ル
ル
ブ
ル
ロ
ッ
ク

 

ン
ロ
～
ル
♪
教
室
」
を
実
施
し
，
親
子
間
の
愛
着
形
成
を
促
進
す
る
も
の
。

 

 
【
概
 
要
】

 

 
 
日
時
・
場
所
 
平
成
２
８
年
７
月
２
６
日
（
火
）

 
ア
ス
ク
小
鶴
新
田
保
育
園

 

 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
２
８
年
７
月
２
７
日
（
水
）

 
仙
台
市
高
砂
保
育
所

 

 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
２
８
年
７
月
２
７
日
（
水
）

 
仙
台
市
萩
野
町
保
育
所

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
上
記
の
ほ
か
に
県
内
の
３
７
ヶ
所
で
実
施
予
定

 

 
 
内
 
 
 
容
 
①
ル
ル
ブ
ル
紙
芝
居
等
を
使
っ
て
，
ル
ル
ブ
ル
の
大
切
さ
を
学
ぶ
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
②
ル
ル
ブ
ル
ロ
ッ
ク
ン
ロ
～
ル
♪
の
曲
と
ダ
ン
ス
を
使
っ
て
体
を
動
か
し
，「
遊
ブ
」
を
実
践
。

 

 
 
実
 
施
 
者
 
ル
ル
ブ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
（
委
託
先
：（
株
）
仙
台
放
送
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
（
担
当
：
教
育
企
画
室
）
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              １
８

 

                  

〇
第
４
１
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７
）

 開
催
１
年
前

 
国
際
交
流
事
業
を
実
施

 

 
 
「
文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」
と
称
さ
れ
る
，
高
校
生
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
最
大
の
祭
典
「
第
４
１
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

 

（
み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７
）」
の
開
催
１
年
前
国
際
交
流
事
業
と
し
て
，
大
韓
民
国
か
ら
大
眞
（
デ
ジ
ン
）
女
子
高
等
学
校
の
生
徒
を
宮
城
県

 
に
招
へ
い
し
，
生
徒
間
交
流
や
国
際
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
通
し
て
海
外
の
高
校
生
と
の
文
化
交
流
を
深
め
た
。

 
 
な
お
，
宮
城
県
内
で
の
交
流
事
業
は
，
生
徒
実
行
委
員
会
を
中
心
と
し
た
県
内
の
高
校
生
が
主
と
な
っ
て
企
画
運
営
し
た
。

 
 【
概

 
要
】
 

 
宮
城
県
滞
在
日
程
 
 
平
成
２
８
年
７
月
２
４
日
（
日
）
～
７
月
２
７
日
（
水
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
７
月
２
７
日
（
水
）
か
ら
８
月
１
日
（
月
）
ま
で
は
広
島
県
に
滞
在
し
，「
第
４
０
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
 

（
２
０
１
６
ひ
ろ
し
ま
総
文
）」
に
出
演
 

 
 
訪
 
 
問
 
 
団
 
 
大
韓
民
国
大
眞
女
子
高
等
学
校
生
徒
１
５
名
，
引
率
者
５
名
（
大
眞
女
子
高
等
学
校
職
員
，
韓
国
青
少
年
連
盟
職
員
）

 

 
 
主
な
交
流
事
業
 
 
 
〔
７
月
２
４
日
（
日
）〕
仙
台
空
港
で
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
，
塩
釜
・
松
島
海
岸
見
学
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
７
月
２
５
日
（
月
）〕
志
津
川
高
校
と
の
生
徒
交
流
会
，
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
南
三
陸
ホ
テ
ル
観
洋
），
南
三
陸
町
見
学
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
７
月
２
６
日
（
火
）〕
宮
城
県
知
事
表
敬
訪
問
，
国
際
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
（
仙
台
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
７
月
２
７
日
（
水
）〕
仙
台
城
址
見
学
，
仙
台
空
港
に
て
見
送
り
 

 
 
 
 
 
 
※
国
際
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
の
概
要
 

 
 
 
 
 
 
 
・
小
鼓
舞

ソ
ゴ
チ
ュ
ム

（
大
韓
民
国
大
眞
女
子
高
等
学
校
）
 ・
吹
奏
楽
（
泉
館
山
高
等
学
校
）

 ・
吟
詠
剣
詩
舞
（
古
川
黎
明
高
等
学
校
）
 

 
 
 
 
 
 
 
・
和
太
鼓
（
西
山
学
院
高
等
学
校
）

 
・
合
唱
（
み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７
合
同
合
唱
団
）
 
 
 【
来
場
者
：
約
７
０
０
名
】
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

（
担
当
：
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
推
進
室
）
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       １
９

 

       

○
仙
台
市
立
仙
台
青
陵
中
等
教
育
学
校
合
唱
部
が
「
杜
の
都
信
用
金
庫

 
県
民
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
出
演

 

「
杜
の
都
信
用
金
庫
 
県
民
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
仙
台
青
陵
中
等
教
育
学
校
の
合
唱
部
の
生
徒
が
，

 

「
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
な
ら
」
や
「
Ｈ
ａ
ｉ
ｌ

 
Ｈ
ｏ
ｌ
ｙ

 
Ｑ
ｕ
ｅ
ｅ
ｎ
」
な
ど
６
曲
の
合
唱
を
披
露

 

し
，
会
場
に
透
明
感
の
あ
る
美
し
い
歌
声
を
届
け
た
。

 

 【
概
 
要
】

 

期
 
 
日

 
平
成
２
８
年
７
月
２
７
日
（
水
）

 

場
 
 
所

 
県
庁
１
階
の
県
民
ロ
ビ
ー

 

活
動
状
況
 
９
月
３
日
に
開
催
さ
れ
る
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
宮
城
県
大
会
に
出
場
予
定

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
（
担
当
：
生
涯
学
習
課
）

 

       ２
０

 

          

○
仙
台
工
業
高
等
学
校
の
生
徒
が
「
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
６
東
北
大
会
（
宮
城
大
会
）
」

 
 
「
木
材
加
工
部
門
」
に
出
場

 

 
 
宮
城
県
開
催
と
な
る
「
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ン
ト
２
０
１
６
東
北
大
会
」
木
材
加
工
部
門
に

 

仙
台
工
業
高
等
学
校
の
生
徒
２
名
が
出
場
し
，
木
材
小
屋
組
を
製
作
し
，
墨
付
け
や
加
工
技
術
・
組
立

 

完
成
度
を
競
っ
た
。

 

【
概
 
要
】

 

 
日
 
 
程
 
平
成
２
８
年
７
月
２
９
日
（
金
）・
３
０
日
（
土
）

 

 
会
 
 
場
 
宮
城
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
 
多
賀
城
実
習
工
場

 

主
 
 
催
 
東
北
地
区
工
業
高
等
学
校
長
会

 

 
競
技
内
容
 
支
給
さ
れ
た
材
料
で
小
屋
組
を
２
時
間
３
０
分
以
内
に
製
作
し
，
加
工
が
終
了
し
た
時
点
で
一
時

 

審
査
，
作
品
完
成
後
に
二
次
審
査
を
実
施

 

 
 
 
参

 
加

 
校
 
青
森
県
立
十
和
田
工
業
高
等
学
校
（
１
名
），
秋
田
県
立
秋
田
工
業
高
等
学
校
（
１
名
），

 

 
 
 
 
 
 
 
 
岩
手
県
立
久
慈
工
業
高
等
学
校
（
１
名
），
山
形
電
波
工
業
高
等
学
校
（
１
名
），

 

 
 
 
 
 
 
 
 
福
島
県
立
福
島
工
業
高
等
学
校
（
１
名
），
仙
台
市
立
仙
台
工
業
高
等
学
校
（
２
名
※
開
催
県
枠
）

 

 
 
 
結
 
 
果
 
優
勝
 
福
島
県
立
福
島
工
業
高
等
学
校
，
準
優
勝
 
山
形
電
波
工
業
高
等
学
校

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
優
勝
者
は
，
全
国
大
会
と
な
る
「
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
６
北
海
道
大
会

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
木
材
加
工
部
門
」
に
出
場

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 

 

写
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              ２
１

 

〇
松
島
高
等
学
校
観
光
科
が
主
体
と
な
り
，
宮
城
県
で
「
第
２
１
回
全
国
高
等
学
校
観
光
教
育
研
究
大
会
」
を
開
催

 

 
 
宮
城
県
を
会
場
に
「
第
２
１
回
全
国
高
等
学
校
観
光
教
育
研
究
大
会
」
を
開
催
し
，
 

全
国
か
ら
観
光
を
学
ぶ
高
校
や
観
光
教
育
を
指
導
し
て
い
る
高
校
，
大
学
等
の
教
員
，

 
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
が
観
光
教
育
に
関
す
る
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。

 
 
ま
た
，
生
徒
発
表
で
は
松
島
高
校
観
光
科
の
取
組
が
発
表
さ
れ
た
。

 
【
概
 
要
】
 

大
会
名
 
平
成
２
８
年
度
 
第
２
１
回
全
国
高
等
学
校
観
光
教
育
研
究
大
会
 

日
 
程
 
平
成
２
８
年
７
月
２
８
日
（
木
）・
２
９
日
（
金
）
 

 
 
 
場
 
所
 
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
 

 
 
 
主
 
催
 
全
国
高
等
学
校
観
光
教
育
研
究
協
議
会
 

内
 
容
 
大
会
テ
ー
マ
 
「
地
方
創
生
に
向
け
た
観
光
教
育
の
在
り
方
」
 

～
観
光
教
育
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
～
 

  
  

  
<２
８
日
> 

 

①
 講
演
 
宮
城
学
院
女
子
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
長
 
教
授
 
宮
原
育
子
氏
 

「
地
域
活
性
化
を
目
指
し
た
観
光
教
育
の
あ
り
方
」
 

②
 講
演
  
東
北
観
光
推
進
機
構
会
長
東
日
本
旅
客
鉄
道
(株

) 
取
締
役
会
長
 
清
野
智
氏
 

「
魅
力
あ
る
地
域
再
生
を
目
指
し
た
人
材
育
成
」
 

③
 パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
観
光
教
育
に
お
け
る
地
域
連
携
の
在
り
方
」
 

パ
ネ
ラ
ー
  
宮
原
育
子
氏

(宮
城
学
院
女
子
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
長
 教
授
) 

千
葉
伸
一
氏
(元
松
島
流
灯
会
海
の
盆
実
行
委
員
長
) 

一
條
一
平
氏
(鎌
先
温
泉
時
音
の
宿
湯
主
一
條
当
主
) 

<２
９
日
> 

①
 
生
徒
発
表
  
宮
城
県
松
島
高
等
学
校
観
光
科
 

「
新
た
な
魅
力
発
掘
！
観
光
科
の
取
組
」
～
地
域
活
性
化
に
向
け
た
地
域
と
の
協
働
～

 

②
 
講
演
 
南
三
陸
町
長
 
佐
藤
仁
氏
 
「
被
災
地
の
現
状
と
観
光
に
よ
る
復
興
」

 

③
 
大
会
講
評
 
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発
部
教
育
課
程
調
査
官
 

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
児
童
生
徒
課
産
業
教
育
振
興
室
教
科
調
査
官

 
西
村
修
一
氏
 

④
 
松
島
高
校
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
 
２
５
名
 

 
 

 参
加
者
 
全
国
の
観
光
教
育
に
関
す
る
学
科
・
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る
高
等
学
校
や
大
学
等
の
教
員
 

観
光
教
育
に
関
す
る
教
科
指
導
を
行
っ
て
い
る
高
等
学
校
や
大
学
等
の
教
員
 

大
会
目
的
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
  
９
２
名

 

（
担
当
：
高
校
教
育
課
）
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         ２
２

 

       

○
「
算
数
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
（
算
チ
ャ
レ
）
２
０
１
６
」（

予
選
）
を
開
催

 

 
 
本
県
児
童
の
算
数
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
，
数
学
的
な
思
考
力
や
表
現
力
を
育
む

 

一
環
と
し
て
，
昨
年
度
に
引
き
続
き
，
県
内
（
仙
台
市
を
除
く
。）
の
市
町
村
立
小
学
校
の
児

 

童
を
対
象
と
し
た
「
算
数
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
（
算
チ
ャ
レ
）
２
０
１
６
」
の
予
選
会
を
開
催
し
た
。

 

 
【
概
 
要
】

 

 
 
 
期
 
 
日
 
平
成
２
８
年
７
月
３
０
日
（
土
）

 

 
 
 
予
選
会
場
 
県
内
７
教
育
事
務
所
管
内
の
８
会
場

 

 
 
 
競
技
方
法
 
個
人
で
問
題
を
解
き
，
チ
ー
ム
３
人
の
合
計
得
点
で
競
う
。

 

 
 
 
参
加
人
数
 
２
８
４
チ
ー
ム
，
８
４
７
名
（
参
考
：
昨
年
度
は
１
８
９
チ
ー
ム
，
５
６
４
名
）

 

 
 
 
 
 
 
＊
参
加
チ
ー
ム
の
学
年
内
訳

 

 
 
 
 
 
 
 
・
６
年
生
チ
ー
ム
 
２
６
２
 
 
・
５
年
生
チ
ー
ム
 
１
６
 
 
・
４
年
生
チ
ー
ム
 
１

 

 
 
 
 
 
 
 

 
・
６
年
生
と
５
年
生
の
混
合
チ
ー
ム

 
２
 
 
・
６
年
生
徒
４
年
生
の
混
合
チ
ー
ム
 
１

 

 
 
 
 
 
 
 

 
・
６
年
生
と
３
年
生
の
混
合
チ
ー
ム

 
１
 
 
・
５
年
生
と
４
年
生
の
混
合
チ
ー
ム
 
１

 

 
 
 
 
 
 
＊
参
加
児
童
の
学
年
内
訳

 

 
 
 
 
 
 
 
・
６
年
生
 
７
８
９
名
 
・
５
年
生
 
５
１
名
 
・
４
年
生

 
６
名
 
・
３
年
生
 
１
名

 

競
技
結
果
 
チ
ー
ム
平
均
点
 
１
１
１
点
（
３
３
６
点
満
点
）

 

本
選
出
場
 
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
２
８
チ
ー
ム
，
８
４
名

 

 
 
 
 
 
（
各
教
育
事
務
所
の
１
位
チ
ー
ム
と
，
そ
の
チ
ー
ム
を
除
く
予
選
全
参
加
チ
ー
ム
の
上
位
２
１
）

 

※
本
選
に
つ
い
て

 

 
 
 
期
 
 
日
 
 
平
成
２
８
年
９
月
１
０
日
（
土
）

 

 
 
 
会
 
 
場
 
 
県
庁
２
階
講
堂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
義
務
教
育
課
）

 

    ２
３

 

○
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
が
県
教
育
委
員
会
で
職
場
体
験
実
習

 

農
業
高
等
学
校
で
は
，
毎
年
，
地
元
企
業
な
ど
を
中
心
に
職
場
体
験
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に

 

引
き
続
き
，
今
年
度
も
２
年
生
の
生
徒
が
，
県
教
育
委
員
会
で
文
書
の
発
送
作
業
な
ど
の
体
験
実
習
を
し
た

 

ほ
か
，
教
育
庁
各
課
室
の
業
務
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
な
ど
，
教
育
委
員
会
の
仕
事
を
幅
広
く
学
ん
だ
。

 

【
概
 
要
】

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
８
月
１
日
（
月
）
～
８
月
３
日
（
水
）

 

場
 
所
 
宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
，
高
校
教
育
課
，
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
，
全
国
高
校
総
体
推
進
室
，

 

 
 
 
 
生
涯
学
習
課
，
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
推
進
室
，
文
化
財
保
護
課
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）
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           ２
４

 

      

○
平
成
２
８
年
度
「
み
や
ぎ
中
学
生
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

 

 い
じ
め
に
つ
い
て
，
学
校
の
枠
を
超
え
て
中
学
生
同
士
が
本
音
で
話
し
合
い
，
生
徒
一
人
一
人
が

 

「
い
じ
め
は
人
間
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
」
を
認
識
し
，
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
築
く
こ

 

と
を
目
的
に
，
３
４
市
町
村
の
代
表
生
徒
に
よ
る
「
み
や
ぎ
中
学
生
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー

 

ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。

 

 【
概
 
要
】

 

期
 
日
 
平
成
２
８
年
８
月
９
日
（
火
）

 

会
 
場
 
県
庁
２
階
講
堂

 

参
加
者
 
県
内
公
立
・
私
立
中
学
校
生
徒
１
１
８
名
，
引
率
教
員
５
９
名

 

講
 
師
 
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

 
み
や
ぎ
中
学
生
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
 

日
 
程
 
①
み
や
ぎ
中
学
生
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
【
生
徒
対
象
】
 

・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
話
し
合
い
を
行
い
，
 

生
徒
会
等
が
主
体
と
な
っ
た
い
じ
め
未
然
防
止
の
具
体
策
を
ポ
ス
タ
ー
形
式
で
作
成
し
，
 

発
表
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
い
じ
め
を
含
む
ト
ラ
ブ
ル
の
実
態
と
コ
ミ
ュ
 

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
高
め
る
指
導
法
等
に
つ
い
て
の
研
修
【
教
員
対
象
】
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・
授
業
で
活
用
で
き
る
映
像
教
材
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
 
企
業
教
育
研
究
会
 
市
野
敬
介
氏
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
を
防
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講
師
：
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社

 
政
策
企
画
室
 
高
橋

 
誠
氏
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     

 
（
担
当
：
義
務
教
育
課
）
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             ２
５

 

       

○
第
２
回
「
み
や
ぎ
小
・
中
学
生
い
じ
め
ゼ
ロ
Ｃ
Ｍ
コ
ン
ク
ー
ル
」
優
秀
作
品
発
表
会
及
び
表
彰
式
を
開
催

 

  
い
じ
め
を
許
さ
な
い
意
識
の
醸
成
を
促
進
す
る
た
め
，
県
内
（
仙
台
市
を
除
く
。）
の
児
童
生
徒

 

 
か
ら
募
集
し
た
「
い
じ
め
ゼ
ロ
Ｃ
Ｍ
」
の
優
秀
作
品
発
表
会
及
び
表
彰
式
を
，「
み
や
ぎ
中
学
生
い

 

 
じ
め
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
開
催
し
た
。

 

 【
概

 
要
】

 

 
 
 
期
 
日
 
平
成
２
８
年
８
月
９
日
（
火
）

 

 
 
 
会
 
場
 
県
庁
２
階
講
堂

 

 
 
 
作
品
等
 

 

賞
 

応
募
者
（
会
）

 
作
品
名

 

最
優
秀
賞

 
大
河
原
町
立
金
ケ
瀬
小
学
校

 
６
年
生

 
「
楽
し
く
な
け
れ
ば
学
校
じ
ゃ
な
い
！
！
」
 

優
秀
賞

 
山
元
町
立
山
下
中
学
校

 
生
徒
会

 
「
○
○
す
る
前
に
！
」

 

優
秀
賞

 
大
河
原
町
立
金
ケ
瀬
中
学
校

 
生
徒
会

 
「
勇
気
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｎ
で
い
じ
め

 

Ｏ
Ｆ
Ｆ
！
！
」

 

優
良
賞

 
七
ヶ
宿
町
立
七
ヶ
宿
小
学
校

 
６
年
生

 
「
楽
し
い
学
校
！
い
じ
め
ゼ
ロ
！
」

 

優
良
賞

 
気
仙
沼
市
立
唐
桑
中
学
校

 
生
徒
会
３
学
年

 
毎
日
の
充
実
し
た
生
活
が

 

い
じ
め
ゼ
ロ
へ
の
第
一
歩
！

 

優
良
賞

 
石
巻
市
立
山
下
中
学
校

 
 

生
徒
健
全
育
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
シ
リ
ウ
ス
」

 
み
ん
な
誰
も
が
大
切
な
人

 

応
募
状
況
 
 
 
 
小
学
校
１
４
件
，
中
学
校
１
７
件
，
合
計
３
１
件

 

 
 
 
 
 
 
 
（

H
2
7
 
小
学
校

 
 
６
件
，
中
学
校
 
６
件
，
合
計
１
２
件
）

 

 

そ
の
他
 
「
平
成
２
８
年
度
中
学
生
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
上
映
す
る
と
と
も
に
，
 

優
秀
作
品
を
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
と
し
て
放
送
す
る
ほ
か
，
楽
天

K
o
b

o
 
ビ
ジ
ョ
ン
Ｃ
Ｍ
タ
イ
ム
で
の
上
映
，
 

義
務
教
育
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
，
広
く
県
民
の
啓
発
に
活
用
す
る
。
ま
た
，
受
賞
作
品
 

を
収
め
た

D
V

D
を
各
小
・
中
学
校
及
び
県
立
中
学
校
，
県
立
特
別
支
援
学
校
に
配
布
し
，
校
内
等
で
 

の
活
用
を
促
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当
：
義
務
教
育
課
）
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        ２
６

 

     

〇
「
日
本
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
友
好
派
遣
団
２
０
１
６
」
と
し
て
県
内
の
高
校
生
を
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
に
派
遣

 

 
 
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
か
ら
の
招
待
に
よ
り
「
日
本
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
友
好
派
遣
団
２
０
１
６
」

 
 
（
宮
城
県
内
高
校
生
２
０
名
，
福
島
県
内
高
校
生
２
０
名
）
が
７
月
２
０
日
か
ら
８
月
４
日
ま

 
で
の
行
程
に
よ
り
，
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
が
運
営
す
る
専
門
の
施
設
に
て
約
２
週
間
の
教
育
・

 
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
，
現
地
の
高
校
生
と
交
流
を
行
っ
た
。

 
 
 
【
概
 
要
】
 

 
 
 
事
業
名
 
 
「
日
本
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
友
好
派
遣
団
２
０
１
６
」
 

 
 
 
行
 
程
 
 
平
成
２
８
年
７
月
２
０
日
（
水
）
～
８
月
４
日
（
木
）（
※
移
動
日
を
含
む
。）

 

 
 
 
派
遣
先
 
 
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
 
ズ
ブ
リ
ョ
ー
ノ
ク
保
養
施
設
 
等
 

 
 
 
派
遣
者
 
 
仙
台
東
高
等
学
校
及
び
泉
高
等
学
校
の
高
校
生
各
１
０
名

 
計
２
０
名
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（
他
に
福
島
県
の
高
校
生
も
参
加
）
 

 
 
 
主
 
催
 
 
一
般
社
団
法
人
ス
ー
パ
ネ
ス
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
 

 
 
 
目
 
的
 
 
日
本
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
の
両
国
の
関
係
を
深
め
，
互
い
の
文
化
や
国
を
理
解
し
，
教
育
・
 

 
 
 
 
 
 
 
 
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
，
次
世
代
の
国
際
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
す
。
 

 
 
 
主
な
内
容
 
滞
在
期
間
中
，
様
々
な
文
化
交
流
が
行
わ
れ
た
が
，
日
本
の
高
校
生
か
ら
は
，
東
日
本
大
震
災
 

 
 
 
 
 
 
 
 
か
ら
の
復
興
状
況
の
説
明
や
日
本
独
自
の
習
字
体
験
や
新
聞
紙
に
よ
る
兜
製
作
，
は
し
の
体
験
，
 

 
 
 
 
 
 
 
 
け
ん
玉
，
浴
衣
体
験
な
ど
を
通
し
て
現
地
の
高
校
生
と
交
流
を
図
っ
た
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 
 

 






